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資料解説

　｢大阪地域振興調査会｣と称する財団法人がある。現在は一般財団法人となっているが、ナビオ阪急の設立に
伴い、基本財産2，000万円で1981年に設立された小さな財団である。私はこの財団の設立には関わっていない
ので、詳しいことは分からないが、大阪商工会議所も関わった財団で、広く大阪全体の振興について調査・研究
することを目的とするものとされていた。
　しかし、その財団、設立以降、ほとんど活動らしい活動をしていないままに、数年が経過していた。1983年だっ
たと思う。内部に研究会を設置するということで呼び込まれ、大阪の小売業の歴史について勉強を始めた。私自
身は、ちょうど小売市場の歴史にのめり込み始めた時期であった。タイミングがぴったりと合っていた。この研究
会を主導してくれた島内三郎さんはすでに故人となっている。
　今回の文章はその研究会の成果として、1985年に出版したものの一部である。原本は縦書きであった。このク
ロニクルへの収録に際し、横書きに変更したが内容はそのままである。
　この冊子の出版後、研究会を継続することとなり、若干のメンバーを加えて、「ショッピングタウン研究会」が組
織され、私が主査となった。この研究会は、現場に即した気軽な意見交換会とするため、大学教員は極力制限
し、各種のコンサルタントや商工会議所職員による少人数の集まりとした。メンバーは入れ替わり、研究テーマも
曲折してきたが、研究会は今も続き、私にとってはアイディアを膨らませ、現場感覚でものを考える絶好の機会と
なっている。
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流通科学大学商学部 特別教授 石原武政

第 5回

流通科学大学商学部特別教授　商学博士（大阪市立大学）
神戸商科大学を経て、神戸大学大学院経営学研究科博士課程退学
大阪市立大学商学部名誉教授
2006年 関西学院大学商学部教授を経て、2011年より現職。
専門は商業論、流通政策論
主な著書に、『マーケティング競争の構造』（千倉書房、1982年）、
『商業組織の内部編成』（千倉書房、2000年）、『流通』（共著、有斐閣、2002年）、
『小売業の外部性とまちづくり』（有斐閣、2006年）ほか、多数。

石原武政  T a k e m a s a  I s h i h a r a

・本資料は執筆者の許可のもと過去の執筆物をテキストデータ化したものです。
・本文内の図表は、元の資料に掲載されたものをベースに碩学舎で再度作成しなおしています。
  ただし、元の資料に挿入されていた本文に直接関係のないイラストなどは削除しております。
・当原稿は、もともと縦書きであったため本文中の数字も漢字表記となっています。今回のアーカイブ化においては、
  横書きレイアウトですが原文の表記をそのままにしています。



昭和 47 年 昭和 57 年
各種商品小売業 49 ( 0 .1% ) 57 ( 0 .1% )

織物・衣服・身のまわり 9,251 ( 18 .1% ) 10 ,719 ( 19 .3% )

飲食料品 21,623 ( 42 .3% ) 21 ,369 ( 38 .5% )

自動車・自転車 1,343 ( 2 .6% ) 2 ,034 ( 3 .7% )

家具・建具・什器 5,434 ( 10 .6% ) 5 ,794 ( 10 .4% )

その他商品 13,372 ( 26 .2% ) 15 ,603 ( 28 .1% )

（計） 51 ,072  55 ,576 

　まず、昭和五十七年の商業統計調査によって、大阪市
の小売業のあらましをみることからはじめましょう。大
阪市全体で、およそ五万五千六百の小売商店があり、そ
こでは約二十一万人の人たちが働いています。年間の販
売額はしめて三兆七千六百億円にものぼっています。商
店数は十年前の昭和四十七年に比べて四千五百店増えた
ことになります。
　これを業種別にみてみましょう。商店数では飲食料品
の店舗が四十%弱、繊維品関係の店舗が二十%弱、家
具・建具・什器の店舗が約十%、その他商品業種の店舗
が三十%弱といった構成になっています。販売額でみ
ると、各種商品小売業、その他商品業種の店舗、飲食料
品の店舗がそれぞれ四分の一前後で、残りの四分の一を
繊維品関係、自動車・自転車、家具・建具・什器の店舗
が分けあっています。百貨店や総合量販店を含む各種商
品小売業は○・一%の商店数で二十五%強の販売高を

あげているわけで、抜群の店舗規模を示しています。
　この業種構成を十年前と比べてみましょう。一番目に
つくのは飲食料品店が絶対数で減少したことです。途中、
五十一年に増加の傾向を示したのですが、ここにきてま
た減少がひどいようです。それ以外の業種は、多かれ少
なかれ商店数を増やしていますが、最も顕著なのはその
他商品小売業です。
　このその他商品は年間販売額でみても大きく伸びてい
ます。十年前には二十%弱であったのが、二十五%弱
まで拡大しています。また、各種商品小売業が横ばいで、
飲食料品店の販売額が微増しているようにみえますが、
これにはちょっと但し書がいるでしょう。五十七年の商
業統計から分類に一部変更があり、各種商品小売業の一
部が各種食料品小売業に分類替えされ、それが飲食料品
小売業に含まれた可能性があるからです。分類が変る前
の五十四年を四十七年と比べると、飲食料品の方が横ば
いで、各種商品の方は二十七・五%とシェアを伸ばし
ていました。
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1　｜　大阪の小売業と商店街 - その過去・現在・未来 -

（財団法人大阪地域振興調査会、1985年）（分担執筆）7-21頁 ,42-54頁

■大阪小売業のあらまし

現状と課題（第一章 大阪小売業のすがた一に所収）

表 1：業種別構成の変化（商店数）

表 2：業種別構成の変化（販売額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 単位：百万円 )

昭和 47 年 昭和 57 年

各種商品小売業 373 ,169 ( 25 .4% ) 958 ,748 ( 25 .5% )

織物・衣服・身のまわり 191 ,041 ( 13 .0% ) 484 ,605 ( 12 .9% )

飲食料品 329 ,229 ( 22 .4% ) 867 ,029 ( 23 .1% )

自動車・自転車 139 ,744 ( 9 .5% ) 212 ,049 ( 5 .6% )

家具・建具・什器 166 ,154 ( 11 .3% ) 309 ,866 ( 8 .2% )

その他商品 270 ,315 ( 18 .4% ) 925 ,809 ( 24 .6% )

（計） 1 ,469 ,652 3 ,758 ,107



小売店数 （店） 1店当たり人口 （人） 年間販売額 （％）
1 生野区 3,922 東淀川区 75.2  南区 17 .6  
2 北区 3,562 平野区 72 .6  北区 17 .2  
3 西成区 3,560 鶴見区 70 .6  東区 6.0  
4 淀川区 2,902 住之江区 65.7  阿倍野区 4.6 
5 東住吉区 2,883 此花区 65 .6  西区 4.6  
6 南区 2,809 城東区 63 .5  淀川区 4.0 
7 平野区 2,728 住吉区 60 .3  浪速区 3.8 
8 住吉区 2,669 港区 58 .9  天王寺区 3.4 
9 阿倍野区 2,627 大正区 57 .9  平野区 3.0 
10 城東区 2,396 西淀川区 53.9  生野区 3.0 
11 東成区 2,191 旭区 53 .9  西成区 2.9 
12 東淀川区 2,104 淀川区 52 .8  東住吉区 2.9 
13 旭区 2,062 東住吉区 50.7  都島区 2.6 
14 住之江区 1,869 大淀区 49 .9  東淀川区 2.6 
15 都島区 1,864 阿倍野区 44.2  住吉区 2.6 
16 西淀川区 1,633 都島区 44 .1  城東区 2.5 
17 港区 1,599 西成区 38 .4  旭区 2.2  
18 浪速区 1,572 福島区 37 .7  福島区 2.1 
19 天王寺区 1,567 東成区 35 .9  住之江区 2.0 
20 福島区 1,546 西区 35 .7  西淀川区 1.9 
21 西区 1,524 天王寺区 34.9  東成区 1.9 
22 大正区 1,444 生野区 34 .6  港区 1.8  
23 東区 1,384 浪速区 29 .6  大正区 1.3 
24 鶴見区 1,222 東区 20 .1  鶴見区 1.3 
25 此花区 1,063 南区 13 .5  大淀区 1.2 
26 大淀区 878 北区 12 .5  此花区 1.0 

（大阪市） 45 .7  
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■小売業の区別分布
　こんどは小売業が市内の各区にどのように分布してい
るかをみてみましょう。商店数が一番多いのは生野区で、
三千九百店余りあります。次いで北区、西成区、淀川区
といった順になります。逆に一番少ないのは大淀区の
九百店弱で、此花区、鶴見区、東区がこれに次いでいます。
しかし、小売業は消費生活との結びつきが強いので、店
舗分布もほぼ各区にちりばめられることになります。人
口の多い区や、都心やターミナルなど商業の中心地をも
つ区で、商店数が多くなるのは当然です。
　小売店一店当りの区別の人口をみてみましょう。
目立って少ないのは北区と南区で、それぞれ一店当り
十二・五人、十三・五人となっています。逆に、一店当
りの人口が多いのは東淀川区、平野区、鶴見区で、いず
れも七十人を越えています。それだけ、北区や南区には
商店が密集しているといえるでしょう。概していえば、
市内のほぼ中央部では人口にてらして商店数が多く、周
辺部にうつるにしたがって、商店数が少なくなる傾向が
あるといえましょう。
　商店数でみれば割合ちらばっていたのですが、年間販
売額でみると区によって大きな差がでてきます。南区と
北区が断然トップで、それぞれ十七%強を占めています。
この二つの区で、大阪の小売業の約三十五%を販売し
ていることになります。販売額でみれば、下位の十区を
合計しても、北区一区に及ばないわけで、北区と南区に

　商店一店当りの人口が少ないからといって、ただちに
オーバー・ストアだとはいえません。大阪商業の中心地
である南区と北区では、人口当り商店数が多く、しかも
その商店が平均以上の販売額を示しているのです。
　これらをまとめて、小売業の中心地性を測る指標が開
発されています。それは次のような考え方によるもので
す。

集中した百貨店と商業集積の威力のほどがわかるという
ものです。

■商業中心地性の考え方

表 3：小売業の区別分布

図 1：小売り業の区別分布
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　淀川区を除くと、一を超える商業中心地は市の中央部
に集まっており、周辺をとりまく各区では、この市中央
部にかなり流出していることになります。中央部に近い
ほど流出が激しくてもおかしくはないのですが、実際に
はそうではありません。一番流出の激しいのは鶴見区、
平野区といった最も遠い区になっています。距離といっ
ても、これくらいでは市内交通が発達したため、ほとん
ど障害にならないのでしょう。中央部との距離だけでな
く、各区の商業の内容も影響していることはいうまでも
ありません。
　この流出入比率を十年前と比べてみましょう。いちじ
るしく高くなったのは、やはり東西南北の四区です。し
かしこれはこの四区に商業集積がますます集中したとい
うよりも、むしろこの間に人口が急減したことを強く反
映していると考えるべきでしょう。実際もしこの中心四

　ある地区の小売業が、その地区の消費者にだけ販売し、
しかも消費者は全部その地区の小売業から購買するとす
れば、その地区の小売業の販売額と消費者の購買額はつ
りあうことになります。小売業が他地区の消費者に販売
する額 ( 流入 ) が、消費者が他地区の小売業から購買す
る額 ( 流出 ) と一致すれば、結果は同じで、販売額と購
買額はつりあいます。このとき、地区の小売販売額を消
費者の購買額で割った値は一になります。この値を小売
業の中心地性指数または顧客の流出入比率といいます。
　流入が流出よりも多ければ、その差だけ小売販売額が
増加しますから、流出入比率は一よりも大きくなります。
逆に流出が流入よりも多ければ、流出入比率は一よりも
小さくなります。こうして一を境として、小売販売額と
消費購買額がつりあっているかどうかがわかるわけで、
この比率が一より大きい場合、つまり流入が流出よりも
大きいとき、小売業が中心地性をもっていると考えるの
です。
　ただ、各地区の消費購買額を正確に測るのは大変むず
かしいことです。それで府全体での消費者一人当り販売
額をもって平均購買額とし、それに各地区の人口をかけ
たものによって、その地区の消費購買額にあてるのがふ
つうです。ここでは、府全体では流出と流入が一致して
いること、府内には同じような消費者が分布しているこ
とが前提にされていることになります。いずれも実態に
てらして正確だとはいえませんが、やむをえない前提で
すし、おおよそのことを知るのにはこれで十分だと考え
られているのです。

　その流出入比率を区別にみてみましょう。昭和五十七
年に大阪市全体では一・七三ですから、市外からか
なり吸引していることがわかります。大阪市の人口は
二百五十四万人ですが、四百四十万人分の小売をしてい
るわけで、商業上はざっと百八十万人程度の流入がある
と考えてよいのです。その意味で、もちろん大阪市は商
業中心地なのです。
　区別にみると指数の値が一を超えているところが十区
あります。中でも断然高いのは南区と北区で、二十前後
の値を示しています。区人口の二十倍にも相当する販売
を行っているのです。東区が約十でこれに続くのですが、
この三区については百貨店の力がかなり強く数字に表わ
れているとみてよいでしょう。
　その他では西区、浪速区が約三・五、天王寺区が二・
七で、あとは阿倍野区、都島区、淀川区、福島区が一台
で続いています。

■区別にみた商業中心地性

図 2：商業中心地性の考え方



4　｜　大阪の小売業と商店街 - その過去・現在・未来 -

区で人口が減少しなかったとしたら、東区と南区では比
率は下がっていたことになりますし、北区と西区の上昇
もずっと小さくなるのです。
　その他、浪速区、淀川区、天王寺区で中心地性がかな
り上がり、大淀区、福島区で大きく下がっていますが、
他の地区ではそれほど大きな変化はなく、比較的安定し
ているとみてよいでしょう。

　流出入比率が高いということは、それだけ区域外から
購買力をひきつけていることを意味しているのです。区
域外からひきつけるだけの魅力が、その地区の小売業に
あるのです。
　地区小売業の魅力を高める要因として、まず考えられ
るのは大型店でしょう。大型店は商圏が広く、区域外か
ら多くの購買力を吸引しているのがふつうです。売場面

■大型店の分布

第 1 種 （％） 第 1 種（＋）第 2 種（％）

1 北区 80 .5  北区 90 .4
2 南区 54 .5  南区 66 .7
3 天王寺区 49.7  東淀川区 60.5
4 東区 42 .3  都島区 57 .5
5 都島区 41 .0  天王寺区 56.2
6 東淀川区 39.7  東区 53 .2
7 阿倍野区 33.0  浪速区 44 .6
8 平野区 28 .0  住之江区 43.3
9 住之江区 15.9  平野区 43 .1
10 旭区 15 .1  阿倍野区 41.2
11 福島区 14 .5  城東区 40 .8
12 城東区 13 .6  旭区 35 .6
13 東住吉区 12.2  鶴見区 35 .4
14 西成区 10 .0  西淀川区 31.5
15 浪速区 8.2 福島区 31 .2
16 鶴見区 8.1 淀川区 30 .5
17 東成区 5.9 東成区 30 .1
18 - - 大正区 29 .4
19 - - 東住吉区 28 .2
20 - - 西区 25 .2
21 - - 西成区 24 .7
22 - - 大淀区 22 .0
23 - - 生野区 20 .8
24 - - 住吉区 19 .8
25 - - 港区 16 .6
26 - - 此花区 14 .7

（大阪市） 28 .3  （大阪市） 46 .1

表 5：大型店の売場面積シェア（昭和 57 年）

図 4：大型店の売場面積シェア

流出入比率 流出入比率の変化※

1 南区 22 .56 南区 5.23
2 北区 18 .75 北区 4.63
3 東区 10 .20 東区 2.73
4 西区 3.48 西区 1.33
5 浪速区 3.47 浪速区 0.69
6 天王寺区 2.72 淀川区 0.33
7 阿倍野区 1.88 天王寺区 0.30
8 都島区 1.39 東住吉区 0.14
9 淀川区 1.14 生野区 0.09
10 福島区 1.07 此花区 0.08
11 生野区 0.97 都島区 0.08
12 東成区 0.93 住吉区 0.07
13 大淀区 0.92 城東区 0.07
14 西成区 0.91 東成区 0.06
15 旭区 0.89 住之江区 0.05
16 東住吉区 0.83 港区 0.02
17 西淀川区 0.79 鶴見区 0.01
18 港区 0.71 阿倍野区 △ 0 .01
19 住吉区 0.71 西淀川区 △ 0 .02
20 東淀川区 0.70 大正区 △ 0 .03
21 此花区 0.69 西成区 △ 0 .08
22 住之江区 0.69 平野区 △ 0 .09
23 大正区 0.68 東淀川区 △ 0 .11
24 城東区 0.64 旭区 △ 0 .18
25 平野区 0.60 福島区 △ 0 .34
26 鶴見区 0.58 大淀区 △ 0 .98

（大阪市） 1 .73 （大阪市） 0.10

表 4：区別にみた商業中心地性

※ 昭和 57 年の流出入比率から昭和 47 年のそれを引いたもの。
　 △印はマイナス。

図 3：区別にみた商業中心地性
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積が三千平方メートル以上の、いわゆる第一種大規模小
売店舗の売場面積シェアをみてみましょう。
　流出入比率が一番高かった南区が五十五%弱である
のに対して、北区では何と八十%にも達しています。
それに続くのは天王寺区で、東区は都島区とほとんど変
りません。これを先の流出入比率と対照してみると、大
型店の売場面積と流出入比率はそれほど直接的に対応し
ているのではないことがわかります。
　それでも右の区は流出入比率が一を超えているところ
ばかりです。一未満のところをみてみましょう。流出入
比率が一未満の区は十六あったのですが、第一種店舗が
ないのは七区だけで、残り九区には存在しています。売
場面積シェアが四十%弱の東淀川区や三十%弱の平野
区にはかなりの大型店が集積しているにもかかわらず、
流出が流入を大幅に超えているのです。
　これとまったく対照的なのが西区で、第一種店舗が存
在しないのに、流出入比率は三・五になっています。淀
川区もこれに似ています。
　こうしてみてくると、大型店の売場面積シェアは流出
入比率と無関係だとはもちろんいえないにしても、それ
ほど強い関係をもつものともいえないようです。大型店
の「売場面積」だけで測っており、大型店の「質」がまっ
たく問題になっていないこと、交通機関や道路など、顧
客の移動の難易性が考慮されていないことなど、原因は
いくつか考えられますが、大型店以外の商業活動の影響
を考えなければならないでしょう。
　念のため、売場面積五百平方メートル超三千平方メー
トル未満の、第二種大規模小売店舗を加えた、大型店合
計の売場面積シェアを示しておきます。ただ、面積規模
を小さくすると、大型店の「質」の問題が一層入りこん
でくることに注意してください。ここには小売市場のよ
うな集合店舗も含まれているのです。

　たしかに百貨店や総合量販店などの大型店は、地区の
中心地性をきめる重要な要因です。ある地区に大型店が
出現して購買力の流出をくいとめることができれば、そ
れで流出入比率は高くなるはずです。
　しかし、大型店の分布状況だけで流出入比率がきまる
わけではありません。消費者の買物をみれば、わりあい
近くの店で買う商品と、遠くへ出かけることをいとわな
い商品があることがわかります。それぞれ最寄品、買回
り品と呼ばれているのですが、流出や流入がおきやすい
のは買回り品の方だと考えてよいでしょう。
　とすると、各地区での業種構成、具体的にいえば買回

■業種構成からみた特徴

図 5：業種構成からみた特徴

り品を取扱う店がどれだけ充実しているかが、流出入に
大きな影響を与えると考えられます。
　これもきっちりそうだとはいえませんが、最寄品店を
飲食料品小売業に、買回り品店を衣服・身のまわり品小
売業に代表させて、それぞれが小売業全体に占める割合
をみてみましょう。もちろん、いくつかの例外はありま
すが、中心地性の高い区では、総じて最寄品店の割合が
低く、買回り品店の割合が高いことが読みとれるでしょ
う。たとえば浪速区では日本橋筋の家電品で他地区から
顧客を吸引し、流出入比率は高くなっているのですが、
ここでは買回り品を繊維品に代表させたため、買回り品
店の割合は小さくなっています。こうした指標上の問題
点はありますが、これらを先の図 2と重ねあわせてみて
いただくと、かなり一致度が高いことがわかるでしょう。
各地区の業種構成は、流出入比率とそれだけ強く関連し
ているのです。
　衣料品を中心とした買回り品を取扱う店は、ほとんど
商店街に立地しているとみてよいでしょう。そうだとす
ると、商店街のあり方が流出入比率をかなり左右するこ
とになります。飲食料品中心の近隣型の商店街ではなく、
広域とまではいかなくても、ものによっては他地区から
も吸引できるような中域商店街がどれだけ存在するかに
よっても、区単位でみたときの小売業の力がきまるのだ
といえるでしょう。
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■業態別にみた伸長
　さて、商店数と年間販売額の割合は、この十年間にど
のくらい変ったでしょうか。商店数でみると、全体では
四千五百店増えています。ところが小売市場では二千店
弱、二十%以上もの店舗が姿を消しています。セルフ
店は三倍強に伸びましたが、実数では三百店に足りませ
ん。だから、増加したのはほとんど商店街を含むその他
の業態だということになります。増加数は六千店余りで
す。
　年間販売額でみてみましょう。四分の一強を百貨店が
占めており、その割合はまったく変っていません。百貨
店は一店増えたのですから、実質的には減ったと考えて
もよいほどです。
　ここでも小売市場が大きくシェアを下げています。六・
六%から四・四%になったのですから、シェアの面で
は三分の二になったことになります。ちょうどその分だ
け、セルフ店がシェアを伸ばし、その結果、その他の業
態はほとんど変っていません。
　その他の業態が商店街と傾向的に一致しているとすれ
ば、商店街は販売額シェアを下げていません。もちろん
商店数が十五%近くも増えての販売額での現状維持で
すから、相当きびしい状況であるのは想像できます。さ
らには、百平方メートル未満のセルフ店や、この間に急
成長した惣菜や健康・余暇型の商店も、ほとんどこれの
中に含まれているはずです。

47 年 57 年
百 貨 店 9 10 
セ ル フ 店 135 428 
小 売 市 場 8,796 6 ,898 
そ の 他 42 ,132 48 ,241 
（ 計 ） 51 ,072 55 ,577 

表 7：商店数の伸び

表 8：販売額シェアの推移

47 年 57 年
百 貨 店 25.6% 25 .6%
セ ル フ 店 5.0% 7 .0%
小 売 市 場 6.6% 4 .4%
そ の 他 62 .8% 63 .0%

■業態別にくみかえて

最寄品店率 （％） 買回り品店率 （％）

1 此花区 48.8  南区 38 .5
2 西淀川区 47.6  北区 35 .2
3 東淀川区 46.4  東区 21 .1
4 大淀区 46 .4  阿倍野区 21.0
5 大正区 46 .2  東成区 20 .9
6 鶴見区 45 .5  西成区 20 .6
7 港区 44 .5  都島区 20 .4
8 住之江区  44 .0  天王寺区 19.6
9 城東区 43 .7  旭区 17 .7
10 平野区 43 .0  住吉区 17 .6
11 生野区 42 .1  東住吉区 17.4
12 淀川区 42 .0  生野区 17 .3
13 旭区 41 .3  淀川区 17 .2
14 西成区 40 .9  住之江区 17.1
15 福島区 39 .3  大正区 17 .0
16 住吉区 38 .9  西区 15 .8
17 東住吉区 38.9  福島区 15 .5
18 都島区 37 .6  港区 15 .5
19 東成区 37 .4  此花区 14 .9
20 阿倍野区 37.1 浪速区 14 .2
21 西区 34 .9 鶴見区 14 .1
22 浪速区 31 .9 平野区 13 .7
23 天王寺区 30.4 城東区 13 .6
24 南区 23 .9 東淀川区 13.4
25 東区 23 .3 西淀川区 13.3
26 北区 21 .6 大淀区 11 .5

（大阪市） 38 .5  （大阪市） 19 .3

表 6：業種構成からみた特徴 　もう一つ、大阪では小売市場を統計の上で特定するこ
とができます。小売市場内の商店については、これでか
なり正確につかむことができます。
　これ以上、業態を識別することはできません。残りの
全部が商店街だとみることはもちろんできませんが、商
店街はその他の大部分を占めていると考えてよいでしょ
う。

　最後に、大阪の小売業を業態別にみたとき、十年前と
どれだけ変化しているかをみてみましょう。といっても、
業態別に整理された統計はありません。商業統計をベー
スにしながら、識別できる業態を抜きだすという方法を
とるほかありません。
　商業統計では、各種商品小売業のうち、従業者が常時
五十人以上のものを百貨店として分類しています。これ
によれば、昭和五十七年に市内に三十八の百貨店がある
ことになります。しかしこれは私たちの日常的な感覚と
は大きくかけはなれています。ですから百貨店について
は日本百貨店協会に加盟している十店に限定し、百貨店
協会の数値を使うことにします。
　セルフサービス店は商業統計でわかります。ただし、
総売場面積が百平方メートル以上で、売場面積の五十%
以上でセルフ方式を採用しているものに限られていま
す。百貨店について協会の数字を利用することにしたた
め、百貨店とダブることはありませんが、ミニミニスー
パーやコンビニエンス・ストアの一部がもれることにな
ります。しかしこれもやむをえません。



7　｜　大阪の小売業と商店街 - その過去・現在・未来 -

誓文払い
　かつて、小売商の営業は儀礼や慣習と不可分であっ

た。誓文払いもその一つ。もともとは京都の商人・

遊女が、陰暦の十月二十日に、ふだん商売上の駈引

に嘘をついた罪を祓い、神罰の許しを乞うたことに

はじまる。呉服店を中心にひろがり、内では神を崇め、

外では良品・端物を破格の値段で販売して罪滅しを

願った。はじめは一日だけだったが、やがて二十日

から三日間となり、大正末期ごろから十六日から一

週間に延長されはじめた。

　これらは必ずしも商店街の中に立地しているわけでは
ありませんから、伝統的な商店街はそれだけシェアを縮
小したといった方がよいのかもしれません。
　しかし商店街がどのような業種構成をもつかは、外か
ら与えられているわけではありません。消費者ニーズや
競争関係などをにらみあわせながら適応していくので
す。いったんでき上った業種構成を一挙に転換すること
はできないでしょうが、商店街は、たとえば小売市場に
比べれば、環境の変化にはるかに適応しやすい体質を
もっているはずです。業態別にみた伸長はつまるところ、
各業態が環境の変化をどれだけうまく自らの方にとり
こんできたかを示すものだといえるのではないでしょう
か。
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■心斎橋筋商店街

　主として商業統計表を使いながら、大阪市内の小売業の現状を、少し一般的にみてきました。統計の上では商店街を
特別にぬきだすことはできませんが、それでも商店街のあり方が地区小売業の力に大きな影響をもっていること、しか
し全体としてみたとき商店街もかなりきびしい状況にあることなどが確認できました。
　今度は、いろいろな意味で代表的な商店街をとりあげ、そのなりたちと現状や課題などをみることにしましょう。市
外からも、各地域の代表として三つの商店街を選びました。

　明治以来の歴史と伝統をもつ、大阪でも最古の商店街
の一つです。ミナミは当時の大阪の中心地で、典型的な
都心型の広域商店街だといえます。買回り品を中心とし
た集積は、早くからヨコの百貨店と称されたほどです。
戦災をうけ、一時は灰になりましたが、復興は早く、大
阪の中心商店街としての地位を保ちつづけてきました。
まさに、大阪商店街の「顔」といった存在です。
　商店街の中に大丸とそごうという二つの大百貨店を
もっているのが特徴で、商圏の広さも、この百貨店との
連携によるところが大きいといってよいでしょう。周辺
の商業集積とあわせて、都心型商店街の特徴ともいえる
盛り場の要素を強くもっています。ただ近年、ミナミの
全体的な地盤沈下や両百貨店の低迷の影響をうけ、さら
にはナンバとの競合の中で、かつての活力にかげりがみ
えはじめていることは否定できません。
　そんな中で、昭和五十七年に、フランスのニース市で
一番といわれる商店街、ゾーン・ピエトンと姉妹提携を
結びました。お互いの交流を深めるのはもちろん、ニー
スに視察団を派遣し、盛り場商店街のあり方の研究や商
品力の強化にとりくんでいます。

　ここ数年、「ミナミを活気ある街に」をスローガンと
した「ミナミまつり」が行われています。これは南区の
多くの商店街と大阪二十一世紀協会との共催によるもの
ですが、ミナミの復興なくして心斎橋筋の復権なしと、
積極的に参画しています。五十九年には角座の跡地に芝
居小屋を開き、道頓堀川にベニスのゴンドラを浮べるな
ど、ミナミ復権への意気込みが感じられます。
　どちらかといえば資金面でも集客面でも、伝統の力と
百貨店の力に頼る傾向のあった商店街です。それらの力
が弱まったいま、新たな方向をめざして模索を開始した
といえるでしょう。

主要商店街のなりたち（第一章 大阪小売業のすがた一に所収）

北の心斎橋－福島聖天通り
　国鉄環状線福島駅前の聖天通りは、拡幅される以

前のなにわ筋 ( 浄正橋通り ) と十字形に形成された大

きな商店街で「北の心斎橋」といわれていた。梅田

や十三、尼崎方面からも客が来る程繁栄していたが、

戦災によってほとんどが焼失し、野田阪神駅前の新

橋筋にその繁栄を奪われた。それは聖天通りには土

地を持った商店主が少なく、ほとんどが借地借家人

であったため、区画整理と店舗の再建に意欲を結集

できないままモタついている間に、戦争中、高射砲

陣地であった今の新橋筋付近に自然発生的に出来た

闇市の自由な活気におされたためと見られている。

■天神橋筋商店街
　心斎橋筋よりやや遅れるとはいえ、明治以来の伝統を
もつキタの代表的な商店街です。全長二キロメートルに
もおよぶこの商店街は、戦前からすでにわが国で最長、
最大の商店街だと目されていました。一部に最寄品を含
みながらも、買回り品を中心としたターミナル型の商店
街として広い商圏を誇っていました。しかし市内の交
通体系の変化によって、この商店街の性格もだんだんと
変ってきました。最も決定的だったのは阪急電鉄と地下
鉄堺筋線の相互乗り入れで、天六がターミナルから通過
駅に変わってしまったことです。しかも至近距離にある
梅田地区にあいついで大きな商業集積が形成されるにお
よんで、集客力はかなり低下しました。
　もちろん二キロにもおよぶ商店街ですから、変化の
きっかけや方向も一つではありません。いぜんとして買
回り品を中心にしている街区もあれば、最寄品中心の近
隣型に脱皮しているところや、飲食・サービス業が中心
になっているところもあります。商店街活動としても、
これら全体を一つにとりまとめるのは困難で、古くから
いくつかの商店会に別れて活動してきました。
　その中で一番目立っているのは天三商店街でしょう。
空店舗を利用したカルチャー・センターは、地域に密着
した商店街のあり方として大いに注目をあびたもので
す。このカルチャー・センターを利用して、天三寄席、
青空画廊、おばけ屋敷など、数々のイベントを打ちだし



ています。また「天三とおりゃんせまつり」を行うなど
イベントは多彩で、他の商店街の催事の相談にも応じて
います。
　若手経営者を中心に近代化委員会を設け、再開発をも
見通した活性化の方向の模索をはじめています。独特の
イベントを中心に荷づくりを図りながら、長い低迷から
いま抜けだそうとしているのです。
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■阪急三番街
　地下街に商店街をつくりだした大阪でも、最も代表的
な地下商店街に数えあげられる一つです。昭和四十四年
に「川の流れる地下街」として、オープンし全国的に注
目を集めました。地下のもつどちらかといえば暗いイ
メージを一掃し、明るさと楽しさと憩いのある街を計画
的につくりだしたのです。
　飲食店街をあわせてもつ典型的な都心ターミナル型の
計画的商店街です。デベロッパーを核として、商店街の
まとまりもはじめから組みこまれているといえそうで
す。
　阪急三番街は世界八カ国の八つの一流商店街と姉妹提
携を結んでいます。これほど多くの提携関係をもってい
る商店街は他に例がないでしょう。こうしてでき上った
太い国際的なパイプをとおして集められたユニークな商
品が、日頃の売場づくりだけでなく、イベントの際の賞
品として生かされています。あるいは消費者を直接海外
へ優待するなど、国際的なつながりを前面におしだして
います。大阪一のターミナル、梅田に立地するというの
は、この商店街の最も大きな強みの一つになっています。
しかし巨大なターミナルであるだけに、梅田にはこの三
番街以降、大きな商業集積がいくつも建設されてきまし
た。他の系列の集積だけでなく、同じデベロッパーの開
発したショッピング・センターなどとの競合も一層はげ
しさを増しています。
　どちらかといえば、大衆的・家族的な雰囲気をもつ商
店街です。地下街づくりの技術が進歩し、川や泉も珍し
くはなくなりつつある状況で、きびしい競合関係をにら
みながら、どのように客層をしぼりこみ、売場づくりに
結びつけていくか、ターミナル商店街にも課題はあるの
です。デベロッパーを核とした計画的商店街の誇る組織
力の展開が注目されます。

■虹のまち商店街
　商店街の天井を走る七色の蛍光灯は、文字どおり虹の
まちのイメージを映しだしています。昭和四十五年に
オープンしたこの地下街は、ミナミの都市再開発計画の
一環として建設されたものです。全長八百メートルにお
よぶ地下街に、愛、鏡、光、水、緑の五つの広場を配し
た有数の地下商店街です。
　デベロッパーを同じくする市内の他の四つの地下街
とともに、大阪地下センター商店会連合会では、昭和
四十八年にイタリア・ミラノ市のサロット・ディ・ミラ
ノ商店街と姉妹提携を結び、友好を深めるとともに、共
同事業にもとりくんできました。
　年間を通して、ほとんど間断なくイベントを企画して
います。たとえば昭和五十八年度には、大売出しを含め、
八十五もの事業を打ちだしました。日数にすると、延べ
で四百日をゆうに越えています。「若手層に支持される
ミニイベントの間断のない発信」、これがこの商店街の
メインテーマの一つです。
　ミナミの商業環境はここ数年の間にも、大きく変って
きました。ナンバ・シティやオ・プランタンの開店は、
ミナミ全体の復興に寄与するとしても、この商店街の競
争環境を大いにきびしいものにしました。もともとイベ
ントには積極的な商店街ですが、こうした環境の変化が、
イベントのとりくみを一層前向きにしたといえるでしょ
う。
　こうした環境の変化に対応するために、より基本的に、
虹のまち全体のニュー・コンセプトが模索されています。
新しい理念と目標を掲げ、売場づくりや販促活動など全
活動をそのコンセプトにむけて統合しようというので
す。ミナミの中での競争がミナミの復興にどのように結
びついていくにせよ、この代表的な地下商店街の果す役
割はけっして小さくないでしょう。

■十三商店街
　大正末期に形成されはじめた十三商店街は、戦前、商
店街ぐるみの事業を最も強力におしすすめた商店街の一
つでした。しかし戦火にすべてを失い、戦後はヤミ市か
らの出発となってしまいました。
　梅田への玄関口としての交通の要所を占め、阪急電鉄
の整備とともに急速に復興していきました。その過程で
アルサロ・バー・ホテルなど夜の歓楽施設が急増し、今
日の十三のイメージができ上ってきました。
　もっとも十三駅西地区の八商店街の中でも、飲食・サー
ビスに特化している商店街は四つで、駅から南西に一直
線にのびる三商店街は、買回り品・最寄品を中心とした
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■千林商店街

■駒川商店街

　千林地区の市街化がはじまったのは大正期ですが、商
店街が形成されたのは昭和に入ってからのことです。戦
禍をまぬかれたこの地区へ多数の商人が流入したこと、
京阪沿線の工業化とドーナツ化現象とがあいまって人口
が急増したことによって、戦後、大きな発展をとげまし
た。京阪沿線にみるべき商業集積がなかったことも幸い
しました。
　けっして都心型ではありませんが、かなり広い商圏を
もつ商店街です。しかし京阪電鉄の淀屋橋までの延長に
はじまり、地下鉄谷町線の延長にいたる交通体系の変化
と、京阪沿線の急速な商業地区化によって、商圏の拡が
りは大きく変化してきました。
　ダイエー ( 現トポス )・ニチイ・長崎屋という三つの
量販店と、公設・私設の小売市場が一つずつ、この商店
街の中および真近にひしめいています。何といっても、
この商店街の最大の特徴は量販店との協調路線にあると
いえるでしょう。量販店をいたずらに敵視するのではな
く、量販店も含めた全体として、ときには量販店の力を
借りて商店街を成り立たせようとする考え方は、共存共
栄の先がけだったといえるでしょう。実現はしませんで
したが、商店街が量販店の営業時間の延長を申し入れた
というのはその一例です。この協調路線の成功例として、

　戦前に形成された商店街で、大阪市の南部では随一の
力を誇るといってもよい商店街です。昭和四十年に十一
の商店会が一つにまとまって商店街振興組合を組織し、
名実ともに大阪でも有数の商店街になりました。
　衣料品を取扱う商店がおよそ三分の一を占め、商圏も
近鉄南大阪線に沿って、松原から藤井寺、富田林にまで
及んでいます。広域商店街とはいえませんが、典型的な
中域商店街だといえましょう。
　青年部活動が目立つ商店街です。各商店会のもとにお
かれていた青年部が、五十八年秋に振興組合の青年部と
して一本化されるや、目ざましい活動を開始しました。
この商店街の周辺に存在する五つの量販店との話しあい
もその一つです。これまでの暗黙の共存共栄から一歩す
すめて、駒川地区の一層の発展を目標に、情報交換や売
出しの協力を打ちだそうとしています。
　振興組合が近くの山坂神社の夏祭りとあわせて実施し
ていた「駒川おどり」も、青年部の参加によって、やぐ
らを組み、ディスコ大会や夜店をだすなど、一層活気を
増しました。また、一部の商店会が子供たちを対象に行っ
ている夏休みの「土曜夜市」も盛況で、商店街全体の事
業にしようとしています。
　地下鉄谷町線の延長によって、商店街の北端に駒川中
野駅が設置されました。これでこの商店街は南東部の近
鉄針中野駅とあわせて二つの大量交通アクセスをもつこ
とができたわけで、立地的にはきわめて恵まれていると
いってよいでしょう。
　しかし、大量交通手段は顧客の通行・流出を増大させ
る傾向をあわせてもっています。アベノの商業集積を競
争相手としてみすえながら、この成熟型の商店街は、一
層魅力ある商店街に飛躍するために、若手経営者の力を
結集しようとしています。

全国からの視察があいついでいます。
　販促面での協調の表われとして、年二回の大売り出し
の時に、量販店を含めた全商店共通の商品券を発行して
います。日常的な協調関係があったればこそできるので
す。その他、青年部が中心となって地域に密着した活動
を行うとともに、イベントの実施にあたっては、専門の
企画会社を使って内容を工夫しています。
　梅田との新しい競合に直面していますが、ともかく、
活動的な中域商店街の代表格といえましょう。

地域型の商店街になっています。
　若手を中心としたイベント企画も活発で、売り出し時
の現金つかみどりを考え出したのもこの商店街だといわ
れています。そのイベントには全国各地からの視察があ
るといいます。
　地域的なイベントとしては、毎年八月初旬に行われる
「十三どんと来い祭」が有名です。昭和五十九年で十二
回目を数えています。地域ぐるみの盛大なパレードと祭
りに、真夏の十三の街は燃えます。歓楽街も一翼を担い、
ホステス嬢たちがくりだして華やかさを盛り上げるの
は、いかにも十三らしさを示しているといえるでしょう。
こうした全体のとりくみの中には、戦前の伝統が生きて
いるようです。
　ここでも、梅田の集積や阪急沿線の商業地区化によっ
て商圏は狭まりつつあるようです。近隣型になりきるの
ならいざしらず、広い商圏を確保しようとすればするほ
ど、「歓楽街十三」のイメージはかえってマイナスにな
るようです。飲食と買い物では客層が別で、夜の街が発
展しすぎると商店街の客が減ることさえあるからです。
それをどう結びつけていくのか、歓楽地商店街の課題は
小さくありません。

■日本橋筋商店街
　小売商店街といえばいろいろな業種が集まっているの



が普通ですが、日本橋筋商店街は家電商品に特化した商
店街として異彩を放っています。東京の秋葉原と並び称
される西日本最大の家電小売業の集積で、大阪市の家庭
用電気機械器具商の販売額のうち、この商店街を含む浪
速区が三十五%以上を占めているのですから、その集
積の巨大さがわかるというものです。
　戦前は書籍、古着の街、あるいは既製服の街として発
展したのですが、戦後一転して家電の街として生まれか
わったのです。高度成長期を通しての家電ブームにのり、
順風な成長をとげることができました。各商店の照明器
具の陳列が放つ光彩は、多くの街路灯とあいまって、こ
の街ならではの夜の光のショウを演出しています。
　ただ、家電業界の動向と直結してしまうことがこの商
店街の悩みといえばいえるでしょう。加えて、家電大手
量販店の部門の充実や家電量販店の巡出によって、競争
関係も一層きびしさを増してきています。
　近年、家電業界がエレクトロニクス化の途を歩むにし
たがって、日本橋筋も急速に変身をとげようとしていま
す。通産省が呼びかけているニューメディア・コミュニ
ティにいち早く名乗りをあげたことは、その最も顕著
な動きだといえるでしょう。これまでのVANやキャプ
テンなどを統合した高度情報システムによる地域商店街
の活性化の新しい方向として注目を浴びているところで
す。
　イベントの面でも、年二回の「わくわく市」では移動
式のサテライト局を設けたり、歩くロボットを展示する
など、日本橋筋ならではのとりくみが行われています。
量販店との競合関係の中で、広域の商圏が確保しつづけ
られるよう、ニューメディアへの流れを先どりする試み
が行われています。

■アメリカ村
　大阪のミナミ、御堂筋の西側は、これといった商業集
積もほとんどなく、人の流れも少ない閑散とした地区で
した。昭和五十一、二年ごろから、その一画に、ティー
ンエイジャーを対象にしたサーファールックや古着を扱
う店が少しずつ集まってきました。こうして自然発生的
に生まれたユニークな若者の街は通称、アメリカ村と呼
ばれています。
　この時期に、短期間のうちに自然発生的に商業集積が
生まれることだけでも珍しいのに、その名のとおりアメ
リカ的な商品を取扱う商店が集合し、独特の街なみを形
成していったのですから、全国的に注目を集めたのも無
理はありません。
　しかしその後、主な取扱い商品がアメリカン・カジュ

アルウェアや、もっと高級化したファッション品へと移
り、街のグレードアップが進んだようです。もちろん、
それによって客層や街の雰囲気も変ってきます。かつて
の解放的な意外性のある若者の街から、少しづつ、オー
ソドックスな感じが拡がりつつあるようです。
　もともと自然発生的にでき上った商店街で、しかもう
まくスタートを切ったものですから、商店街組織の結成
の方は遅れています。それでも、最近では大阪二十一世
紀協会のバックアップをうけて、ユニーク・タウン宣言
を行ったり、街の中心部にある三角公園の整備・活用を
進めるなど、街をあげての計画的な活性化にとりくもう
としています。
　いつの間にかでき上ったといってもよいユニークさで
した。取扱い商品や客層が変る中で、どんなユニークさ
を求めていくのか、またそのためにも欠くことのできな
い組織づくりをどのように進めていくのか、新興の自然
発生的商店街はいま、最初の難関にさしかかろうとして
います。

■空堀商店街
　市街化された明治時代に発生した古い伝統をもつ商店
街です。当時から、ほとんどの店が半径五百メートルを
商圏とする典型的な近隣型の商店街だったようです。戦
災をまぬかれ、戦前をそのままにひきついできた商店街
の一つです。近隣型の商店街としては、地域住民とのつ
ながりは何よりの財産なのですから、戦災をまぬかれた
のはこの点でも幸いだったといえるでしょう。
　谷町筋をはさんで東西にのびる三つの商店街ですが、
谷町筋の拡幅によって東西はほとんど分断されてしまい
ました。それでもほとんどの店舗が住民とのつながりを
もちつづけられたために、商店街としての飛躍的な発展
は望めないまでも、目立って苦境に陥ることもなくすご
してきました。
　しかし、そのことがかえって商店街活動を停滞させる
原因になったようです。他の商店街と比べて、近代化の
意欲に欠け、保守的で現状維持的な傾向が強かったとい
われています。現に三商店会の中でも中心的な空堀商店
街協同組合では、昭和三十三年にアーケードと放送設備
を完備して以降は目立った動きはなく、最近ようやくカ
ラー舗装が完成したばかりですし、隣接の空堀商店街振
興組合でも、数年前から老朽化したアーケードの取り替
えが話題になりながら、内部がまとまらず、着手できな
い状態がつづいています。
　伝統的な個人的つながりのうえに成り立ってきた典型
的な近隣型の商店街です。しかし商人も住民も世代が代
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り、住宅環境や競争条件も変っていく中で、商店街とし
ての特別のとりくみもなく、最大の財産であったつなが
りを維持していくことができるのかどうか、大いに疑問
のあるところです。地域住民との新たなつながりを求め
るとりくみが期待されるところです。

■岸和田市中央地区商店街
　泉州の中心地、岸和田市駅周辺の商業集積は、大正年
間に岸和田城大手門付近の紀州街道沿いに小売店が集
まったことにはじまるとされています。その後、大正末
期から昭和初期にかけて、公設市場や高島屋十銭店の開
設に伴って商業施設は北へ移動し、さらに昭和十年ころ
には中心が東へ移動しはじめました。現在の中央商店街
は昭和三十五年にアーケード設置のために組織化された
ものですが、そのころまで、堺市から和歌山県境に至る
広い商圏を誇っていました。
　南海本線岸和田市駅前通りは昭和初年に新設され、
サービス業を中心に街道筋から移動した商業者などで商
店街を形成しました。この駅前通り商店街は戦後の高度
成長とともに発展するのですが、それを決定づけたのが
昭和三十五年のニチイの進出でした。これを境に商業の
中心はさらに東進し、駅前通りの隆盛とは対照的に中央
商店街が弱体化することになったのです。首位の座が交
代したのは昭和三十七、八年のことです。
　こうして、岸和田市駅周辺の商業の歴史は重心の移動
の歴史でもあったのですが、近年、隣接都市への大型店
の進出や郊外型ショッピングセンターの開設などによっ
て、往年の繁栄にかげりがみえはじめています。
　こうした中で、商店街の青年たちが商店街組織とは別
に「南海岸和田駅から港までを考える会」を組織し、駅
前通り、中央の両商店街の再起について真剣にとりくみ
を開始しました。事業活動として「イベントシティ・岸
和田カーニバル」の名称の下に、生鮮食料品の仮設店舗、
マーチングバンド、たそがれコンサートなど多彩なイベ
ントを実施する一方、再開発への提言を始めています。
同時に市と商工会議所でも、旧岸和田港の埋立てを前提
に、商業地区の活性化につながる旧港再開発計画を推進
しようとしており、全体としての復興が注目されるとこ
ろです。

■池田商店街
　中世には城下町として、近世には北摂地域一帯の物資
集散の地として栄えた池田の街も、その後の交通機関や
交通路の変化によって、その経済的基盤を低下させてき
ました。池田市の中心的商業集積である池田商店街は現
在、北端の池田商店会から右に南下して阪急宝塚線の池
田駅まで、サカエマチ二番街と池田栄町商店街振興組合
の三つの組織によって形成されています。
　池田商店会は最も古い商店街で、江戸時代の旧街道沿
いの商家や町屋、酒蔵などが今も姿をとどめています。
しかしそうした伝統的街なみは都市化の中で十分に生か
されず、商業中心地は徐々に駅にむかって南下していき
ました。アーケードとカラー舗装を整備した駅前の栄町
商店街が今ではこの商業集積の中心になっています。そ
れを決定的にしたのが栄町商店街へのファッション・ビ
ル、アゴラの出店だったのです。
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■八尾ファミリーロード
　河内の名刹、久宝寺御坊と八尾御坊を中心とした寺内
町に商店街が形成されはじめたのは、明冶末から大正は
じめにかけてのことだといわれています。大正末期に現
在の近鉄大阪線が八尾まで開業して以来、たんなる駅前

商店街としてではなく、河内の中心的な商店街として発
展してきました。そのことは、戦後昭和二十七年に早く
も第一期アーケードを完成したということからもうかが
えます。
　この商店街にかげりがみえはじめたのは昭和四十年代
のおわりから五十年代はじめにかけてのことで、西友ス
トア、ニチイ、ジャスコなどの大手スーパーの出店と、
五十三年の近鉄八尾駅の移転がその直接のきっかけにな
りました。とくに駅の移転は人の流れを変え、駅前商店
街の性格を変えました。さらにそれに追いうちをかけた
のが、五十六年の西武百貨店の進出です。来街客が減り、
開店が遅くなり、閉店が早くなる傾向もみられました。
　初期のアーケード設置にもみられたように、協同組合
化は進んでいました。五十三年末には駅の移転にあわせ
てアーケードとカラー舗装を完成、ハード面での整備が
図られました。しかし郊外の伝統的商店街の通例で、事
業面では必ずしも積極的な取り組みができたとはいえな
かったようです。
　数年前から青年部を中心に活発な活動がはじまってい
ます。現在最も力を入れているのはお

たいや

逮夜市の復興です。
かつては毎月二十七日と十一日に、両御坊の間一キロに
千店もの露店がにぎわったといいます。このお逮夜市は
京都・東寺の弘法さん、大阪・四天王寺の庚申さんと並
ぶ伝統市で、商店街もこのお逮夜市から生まれたともい
われています。八尾御坊周辺にわずかに残るこの市を商
店街ぐるみで復興しようというのです。そうすることに
よって、地元の文化と伝統を担う商店街として立ち上ろ
うとする気運が盛り上っています。



　巨大都市大阪だけでなく、隣接の豊中や川西、箕面な
どとも直接の競合関係をもっています。そのわりに道路
網の整備がおくれ、他地域からの流入はほとんど期待で
きません。池田商店街はいま、典型的な駅前通り型の最
寄品商店街になったといえるでしょう。アゴラの集客力
で若年層が増えたとはいえ、いぜんとして四十才以上の、
半径一キロ圏の顧客が大半を占めるという構図は変って
いないようです。商店街の振興のためには、市外流出の
はげしい衣料品、身辺雑貨などの充実を欠くことはでき
ないでしょう。
　商店街の共同販促事業としては、各商店街で中元・歳
末の売り出しのほか、市民カーニバル・花まつりあめ湯
接待・消費者感謝デーといった地道な活動をつづけてい
ます。しかし複数の商店街が共同で行う、より新鮮で大
規模なイベントを企画することもまた、この地区の商店
街の振興のための重要な課題でありましょう。

小売業者呼びかけ、大阪商工祭開く
　昭和八年七月十七日、大阪商工会議所小売商業部

会が開かれ、席上、グリコ創設者江崎利一議員から、

大阪経済の繁栄は太閤さんのお陰であるから、これ

に感謝して年中行事として大阪商工祭を開こうでは

ないかとの提案があった。全員賛同し、さっそく大

阪府・市・工業会・実業組合らで大阪商工祭協会 ( 会

長＝稲畑勝太郎氏 ) が設立された。

　第一回商工祭は同年十一月二日から四日の三日間、

太閤さんを先頭に華々しい仮装行列が催された。江

崎氏の提案からわずか三ケ月半の短期間で実現した

わけで、当時の大阪小売業者の実力のほどを偲ばせ

る。
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商店街商業組合のこころみ（第三章 商店街の組織化を求めて一に所収）

■商店街は自然発生的に生まれた
　これまでにみてきたように、商店街は都市の成立とと
もに、ほとんど自然発生的にでき上ってきたものです。
しかも一部の例外を除けば、商店街はいろいろな業種か
ら構成されるのがふつうです。とくにいま話題になって
いる小売商店街の場合にはほとんどそうだったのです。
　もちろん、いろいろな業種を含むとはいっても、業種
構成は商店街によってかなり違っていたのは事実です。
これもすでに指摘したことですが、心斎橋筋や十町目筋
( 天神橋筋 ) といった都心部の商店街はほとんど衣料品
を中心とした買回り品を取扱う専門店から構成されてい
ました。それに対して周辺部に生まれてくる商店街では、
どちらかといえば食料品を代表とするような日常品・最
寄品を取扱う店が中心を占めました。商店街としては都
心型が先に生まれ、やがて周辺型がこれに続いたといわ
れています。
　業種構成はともかく、自然発生的に生まれたのですか
ら、いろいろな店舗がただ集まっているというのが初期
の商店街の特徴でした。多様な商店が集まるだけで、個
店にはない「集積のメリット」は生まれます。買い手は
あそこへ行けば何かあると期待できるからです。初期の
商店街は、店舗をかまえた専門店 ( 個店 ) の強さと、こ
の集積のメリットによって、行商や御用聞きといった古
い型の小売業にとってかわっていったのです。商店街が
これだけでうまく成り立ちえていたときには、商店街の
統一とか組織化とかいった問題はまったく発生する余地
もなかったのです。

■組織化の必要性が認識された
　商店街の前に最初に現われた強敵は百貨店でした。大
阪ではすでに明冶四十年に三越が開店していましたし、
大正七年には白木屋が開店します。これで商店街は百貨
店との競合時代に入ってゆきます。しかし大正末期にい
たるまで、小売店はどちらかといえば個店で、この百貨
店に対抗しようとしたようです。当時の小売店、とくに
百貨店と競合した専門店がまだかなりの力をもっていた
からこそ、それができたといってよいでしょう。
　やがて、百貨店の大衆化路線が定着するにしたがって、
小売店との競争も激しさを増してきます。それを決定的
にしたのが、世界大恐慌のあおりをうけた昭和恐慌だっ
たのです。百貨店の圧迫をうけているのは、一つ一つの
店舗ではなく商店街なのだ、だから更生策を考えるにし

ても個店の強化よりもむしろ商店街の一丸となった更生
を考えるべきではないか、それ以外に小売店を更生する
途はない、といった考え方が、小売店からも、行政から
も、そして学会からも少しずつ叫ばれるようになってき
たのです。

■組織化は町内会にはじまった
　商店街を組織化すべきだという認識は、不況と百貨店
の圧迫の中から生まれたといってよいでしょう。ですか
ら、小売店の動きは百貨店の活動の規制を求める運動に
発展します。議会や政府に対する陳情運動などをとおし
て、小売店の団結も強められてゆきました。この運動は
先にふれたように※、百貨店協会の自粛協定を経て、昭
和十二年の百貨店法の成立を生むことになります。しか
しここではこうした政治運動よりも、商店街内部の更生
努力の方に注目することにしましょう。

※本稿には再掲しておりません。

小売店の営業時間
　昔の小売店は朝早くから夜遅くまで営業していた。

昭和十年の大阪市内主要商店街の調査によれば、午

前八時開店、午後十一時閉店というのが最も多かっ

た。閉店時刻だけをみると図のとおりで、十一時前

に閉店するのは一割にも充たない。職住一致だから

こそできたのだろうが、使用人の待遇もからんで閉

店時刻をくりあげる商店法案が問題になったとき、

商人たちはこぞって反対した。長時間営業こそ百貨

店に対抗できる唯一の途だというのだった。
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　商店街が全体としてまとまって活動するための第一歩
は、共同事業を行うことです。そのために町内会が組織
されました。商店会が町内会として組織されたというと
ころに、当時の状況の一端がうかがえます。商店と住居
が一致していたのです。ですから、商店会と町内会を区
別する理由もなかったのでしょう。町内会は大正末期か
ら結成されはじめますが、昭和期に入って急増します。
昭和六年の調査によれば、市内に小売店は約七万七千店
あったのですがそのうち一万四千店弱が百二十の商店街
地区に属していました。そして七千七百の商店が百九十
の町内会を結成していたといわれます。商店街の数より
も町内会の数の方が多いのは、何町にもおよぶ長い商店
街はいくつもの町内会にわけられたからです。とまれ、
この時点で商店街商店の半分以上が町内会に組織されて
いたことになります。
　町内会の主な共同事業は、街路灯やテント ( 日よけ )
の設置、店頭の共同装飾、共同売出し、撒水といったも
のでした。街路灯は心斎橋や戎橋筋、堺筋などが鈴蘭燈
を設置したのがはじまりで、以降、急速に普及したとい
います。もっともその時期は、大正末期という説と、昭
和三年という説とがあります。商品の日焼け防止のため
のテントもこのころで、電車道路以外の商店街に広がり、
「大阪名物の一奇観」といわれたようです。

■商業組合法が成立した
　商店街がまとまって共同事業を行うということは、自
然発生的だった集積のメリットをもっと意識的に追求し
ようということでした。商店街は「ヨコの百貨店」だとか、
「平面的百貨店」だといわれました。このことは、商店
街が全体として百貨店と競争すべきであり、商店街全体
が一つの経営単位となるべきだということを意味してい
ます。
　しかしそのためには、半ば親睦会的な色彩をもった町
内会では不十分でした。商店街が一つの組合を結成すべ
きではないかという考えから、小売商業組合法の制定が
提唱されました。昭和四年のことです。
　この提唱は昭和七年の商業組合法の制定につながって
ゆくのですが、実際にでき上った商業組合法は最初の提
唱とは異質のものになっていました。すなわち、この法
律の下では商業組合は同業者の組合が原則とされ、商店
街のような異業種の組合は例外とされたのです。それだ
けに、商店街商業組合の設立条件はきびしいものとなっ
ていました。
　同業種の商業組合が原則とされたのは理由のないこと
ではありません。百貨店経営の有利性の一つは仕入れの

力にあると考え、それと同じ力を小売店に与えようとし
たのです。共同仕入れの利点を生かすことによって仕入
れ面での不利を取り除こうとしたこの考え方は、当時ア
メリカで成長しつつあったボランタリー・チェーンに強
く影響されたものといえましょう。しかしこの商業組合
のもっと大きな役割は、価格をはじめとする各種の営業
統制だったので、実際にはボランタリー・チェーンとい
うよりもカルテル的な統制機関だったというべきでしょ
う。商業組合が小売業よりも卸売業で多く結成されたと
いうのも、この間の事情を物語っています。
　もう一つ理由があります。同業種の組合の場合には、
組合は共同仕入れのような組合事業をとおして収益をあ
げることができます。つまり、組合事業によって組合の
運営費を捻出できるのです。ところが、異業種の組合で
は収益をあげられる共同事業がほとんど考えられないの
です。共同仕入れといっても包装紙やしでひもが関の山
で、それではいくらの収益にもなりません。ですから、
組合の運営費は組合員の追加負担によるほかないことに
なります。小売店が窮状の折に、そのような組合がなり
たつはずがないと考えられたからでした。

■それでも商店街の組合はできた
　同業種の組合では、仕入れ価格を安くすることができ
たり、「過当競争」を抑制することはできますが、商店
街をヨコの百貨店としてまとめてゆくという最初の目的
を実現することはできません。商業組合法の立法趣旨の
中にはまったく含まれていなかったといわれるにもかか
わらず、商店街商業組合がほんの少しずつとはいえ結成
されていったのは、商店街を組織化する要求がそれだけ
強かったからだといえるでしょう。最初は行政からも学
会からも、成り立つはずがないと冷たく考えられていた
のですが、商業者の強いエネルギーがはたらいたのです。
　大阪で最初の商店街商業組合は、昭和八年に結成され
た四貫島春日出商業組合です。続いて昭和九年には上福
島聖天通浄正橋通商業組合が、十年には十三商店通商業
組合、十一年には浦江本通商業組合が結成されます。以
後、組合数は少しずつ増え、十二年には二つ、十三年に
二つ、十四年には七つ、十五年には五つの商店街商業組
合ができました。十三年にはまた、大阪府商店街商業組
合連合会も結成されています。もっともそのとき府下に
は組合はなく、十五年末になってもようやく四つの組合
が結成されたにとどまっています。
　十四年になって組合数が急増するのは、商店街商業組
合の意義が見直されたことを示しています。先駆的に組
合を結成した商店街がさまざまな活動を示す中で、商店
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街商業組合こそ、行詰った中小商業者を広範囲に救済す
る最も合理的な方法だという理解が広まっていったので
す。まさに、はじめに行為ありきといった実情です。

■組合はこんな活動を企画した
　では、商店街商業組合はどんな事業を行おうとしたの
でしょうか。少し長くなりますが、上福島聖天通浄正橋
通商業組合の定款に記された事業内容は次のようなもの
です。
一　営業に関する共同施設
 イ　商品および営業用品の共同仕入れ
 ロ　共同販売および連合販売
 ハ　商品陳列所の設置
 ニ　顧客の奉仕待遇に関する施設 ( 具体的には休憩 
　　　   室、化粧室など )
 ホ　店舗の構造の改善
 ヘ　飾窓および店頭の装飾陳列
 ト　共同広告および連合広告ならびにその機関の設置
 チ　共同配送機関の設置
 リ　組合員商店マークおよび組合員取扱い商品マー 
　　　   クの制定

二　営業に関する統制
 イ　販売価格の協定
 ロ　不当廉売および不正競争の取締り
 ハ　景品販売および見切販売の制限
 ニ　商業の種類および分布の整理統制
 ホ　取扱い商品の品質の取締り
 ヘ　包装の統一
 ト　正札売の実行
 チ　営業時間および休日等の協定

三　営業に関する調査研究
 イ　小売店の営業時間、休日、業務制度に関する調
　　　   査研究
 ロ　店員制度改善に関する調査研究
 ハ　営業費の軽減に関する調査研究
 ニ　小売店を大衆に理解させる方法に関する調査研究
 ホ　小売店の欠陥および改善に関する調査研究
 ヘ　買物の習慣、方法、顧客の欲望、要求に関する 
　　　   調査研究
 ト　百貨店、公設市場、購買組合に関する調査研究
 チ　商店街の移動盛衰に関する調査研究

四　営業に必要な資金の貸付および貯金の受入れ

五　その他組合の目的を達成するのに必要な施設
 イ　小売店の経営および広告、装飾、陳列に関する
　　　   資料の収集
 ロ　青年店員の指導訓練に関する講習会および実地
　　　   指導に関する施設
 ハ　商報の発行
 ニ　模範店員の表彰
 ホ　店員の慰安会、体育会等の開催
　多少のちがいはありますが、十三通商店街の定款もほ

商店改良の事始め
　第七代大阪商業会議所会頭となった土井通夫君伝

( 半井桃水編 ) に、次の記事がある。

　「明治三十五年六月二日、商業会議所の建議に係る

市内小賣商店改良の件に就いて組合業者を召集し、

建議の趣意を陳述、( 中略 ) 是れ即ち商店改良成立の

端緒なり。」

　「十月六日、大阪商店会の組織成りて、君は会長に

推薦せらる。君の閲歴概要中に自ら記して曰く、余

等曾て惟へらく、大阪にして最も盛大に最も堅実に

内外大小の顧客を吸集して永遠に商利を促進せんと

欲せば、卸賣及び小賣を通じて大いに店舗の組織を

改良し、顧客に対する待遇方法を一新する必要あり

と、……明治三十六年を以て大阪に第五回内国勧業

博覧会の開設を見るに至らば……我大阪の商店殊に

小賣商店にして其の店舗の設備、商品の陳列、顧客

の待遇法等に大革新を加ふるにあらざれば、土地不

案内なる多数の来遊者に便を感ぜしむるのみならず、

延ては大阪商賣の名與を毀損し、信用を失墜し、将

来の発展上不利甚しかるべきを慮り、当事者間に其

の意を通じ、逐に本会の組織を見るに至れり。」

最初の共同無料配達
　共同無料配達といった高度な共同事業を最初に

行ったのは、大阪の心斎橋筋商店街だといわれてい

る。昭和四年のことである。個店で配達はしていたが、

客が遠慮して、配達してほしいときは大丸やそごう

で買物したのに対抗したという。包装紙も共同にし、

配達は大阪タクシー会社に委託した。一日三回集荷

で、区域は京都、神戸、奈良、岸和田にまで及んだ。

共同配達によって、客の遠慮は大幅に減少したとい

う。
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■商業組合は万能薬ではない
　多彩な事業が計画されたのは事実ですが、それが実際
に実行され、成功したというわけではありません。何と
いっても、昭和十二年の盧溝橋事件をきっかけに、わが
国の経済は急速に戦時統制に向っていきました。組合数
が急増した十四年はもう完全に戦時体制に入っていまし
たし、商店街商業組合が本来の機能を発揮できた期間は
ごくわずかだったのです。
　こうした外部的な制約がなかったとしても商業組合が
すべての商店街を更生させる万能薬だと考えられていた
わけではありません。当時の大阪における小売業の指導
者の一人であった中村金治郎氏 ( 府商連理事長、上福島
聖天通浄正橋通商業組合理事長 ) は、商店街商業組合の
設立・運営に大きな力を注いだ人ですが、「商店街とし
て本質的に生命のない場所においては、商業組合化に
よって回春はおぼつかない」といいきっています。交通
体系を含めた立地条件が大前提であり、商業組合への過
度の期待は失望を大きくするばかりだというのです。
　しかも、商業組合化できる条件があるといっても、商
店街ごとに立地条件は異なってきます。商圏もちがえば、
競争条件も顧客層もちがうのです。ですから、商店街商
業組合の共同事業はかくあるべきだ、といった「魔法の
つえ」を具体的に示すことはできないのです。ある商店
街で成功した事業が、そのまま別の商店街でも成功する
とはかぎりません。
　とすれば、多くの共通点をもちながらも、事業が具体
的になればなるほど、それぞれの商店街の条件にあった
事柄を、条件にあった方法でやらなければならないこと
になります。商業組合の成否の鍵の一つは、自分にふさ
わしい事業が見つけられるかどうかにあったのです。さ
きの事業計画の中で調査研究事項がずいぶんたくさんあ
げられていたのも、このためだったといってよいでしょ
う。

とんど同じです。これをみれば、商店街商業組合がいか
に広範な事業を手がけようとしたかが理解できるでしょ
う。 

■組合事業には限度がある
　中村氏は商店街商業組合に小売店更生を託し、そのあ
るべき姿を多面的に考えました。その意味では彼はロマ
ンチストであったのですが、そうした理想がすぐ実現で
きると考えていたわけではありません。指導者としての
彼は反面ではリアリストであり、商業組合の限界をも認

識していました。ここでは、彼が実際上の限界としてあ
げたものを紹介しておくことにしましょう。
　第一は自己商店街の地位に相応することです。事業施
設が店舗構造や規模、経営力と並行すべきだというので
す。
　第二は自己商店街の動向に順応することです。
　第三は事業施設は組合および組合員の資力に相応する
ことです。組合の事業施設は原則として出資額を限度と
すべきであり、「それ以上の事業はむしろ砂上の楼閣の
如きもの」だといいます。やや言いすぎの感はあります
が、自力更生を第一として、背のびをきびしくいましめ
たものといえましょう。
　第四は事業施設は組合員の覚醒認識を越えないことで
す。新しい事業施設は革新政策なのだから、古い思想の
下に伝統を尊ぶ組合員相手ではうまくゆかないというの
です。「組合の事業施設は所詮は、組合員の覚醒にある
と思う」、「私は組合を設立してやってみると、当の組合
員に期待した熱がない。これはどこの組合にも共通の現
象らしい、これは真実の告白である。……何とかせねば
ならぬということは何人も認めているし、その必要も
迫っているのであるが一向しないのである」というのは、
指導者として直面した最大の困難だったのでしょう。一
歩一歩、少しずつ積みあげていくことの重要さを指摘し
ているわけです。これも意識にてらしての背のびをいま
しめたものといえましょう。
　第五は事業施設は組合の目的の達成に必要な限度を越
えず、大衆の要望にそうように経営を改善することだと
いっています。

■組合の精神は今も通用する
　商店街が一つにまとまらなければならないのはなぜ
か、一体となって何をなすべきなのか、そのためにはど
んな条件が必要なのか、といったことが真剣に議論され、
追求されていたのです。残念なことに、商店街商業組合
はこれらに着実にたちむかっていくいとまもなく、戦時
経済にのみこまれていきました。それから五十年近く
たった現在、世の中はおどろくほど変わりました。しか
し商店街のあり方として研究された基本線には、今日で
も立派に通用するものが多いように思われるのです。
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顧客のニーズ
1　　誰に遠慮気兼なく、縁日や夜店で買うように買物したい。

2　　品物は勝手に見もし、手にとって、買物したい。

3　　品物を買うと共に、心の満足を得たい。

4　　愉快に気持よく、遊び半分に買物したい。

5　　今日はスピード時代で、お客はせっかちである。

6　　買物は帰りがけに持たないで、配達してほしい。

7　　小さい店よりも、大きな代表的な店で買物したい。

8　　暑い時は涼しい処で、寒い時は暖かい処で買物したい。

9　　雨が降っても、風が吹いても、雨にも当らず風にも吹かれず、買物したい。

10　危くない安全な処で買物したい。

11　自由に休憩も化粧も出来る処で、買物したい。

12　あちこちかけ廻らずに、一所で入用の品物を揃えたい。

　これは一体、いつの時代のニーズ？何と正解は、五十年近くも前の昭和十一年に、中村金治郎氏

が指摘したもの。さて、ニーズはどれだけ変ったのだろう？
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商店街振興組合のあゆみ（第三章 商店街の組織化を求めて二に所収）

■戦後はヤミ市ではじまった

■百貨店・小売市場も復興する

■商店街振興組合法が制定される

　昭和十九年の暮にはじまった大阪府内の空襲は、二十
年八月までに、府下を含めて都合四十七回におよび、全
焼全壊三十三万戸、半焼半壊一万五千戸、死者二万人、
重軽傷者三万一千人、行方不明二千人という大きな被害
をもたらしました。大阪の街は焼土と化し、商店街もほ
とんどが灰になったといってもよいほどでした。
　昭和二十年八月十五日の敗戦後、九月には早くもヤミ
市が発生したといわれています。戦時中、極端に押えら
れていた消費が爆発したのです。人々はヤミ市でまず食
を求め、次いで衣類を、そして住居を求めました。「金
さえだせば何でも手に入る」といわれたヤミ市ですが、
大阪ではとくに梅田、鶴橋、天王寺が有名で、三大ヤミ
市と称されたものです。
　このヤミ市は、二十一年八月のヤミ市封鎖令によって
終りをとげます。もちろんこの封鎖令一つでヤミ市が一
挙に姿を消すわけではありませんが、これをきっかけと
して、小売業の分野でも本格的な復興がはじまることに
なったのです。

　戦後の経済復興にはずみをつけたのは、昭和二十五年
にはじまった朝鮮戦争でした。この朝鮮戦争ブームを
きっかけに、企業合理化をおしすすめ、三十年代からは
じまる高度成長期への準備を整えていったのです。
　工業部門を中心とした経済復興はとうぜん、商業部門
の活況につながってゆきます。昭和二十年代の終りころ
から、百貨店の活動が活発化してきます。昭和二十九年
には、納入業者との取引関係のゆきすぎを是正するため
に、百貨店業界に対して、不公正な取引方法の特殊指定
が行われました。不当返品や不当な値引き、不当な派遣
店員などを禁止したものです。
　さらに昭和三十一年には、百貨店の出店が中小小売商
に深刻な影響を与えることに鑑み、中小小売商の事業活
動の機会を確保するために、百貨店の出店・増床を許可
制とする百貨店法が制定されました。これは昭和二十二
年に廃止された戦前の百貨店法の復活だったのです。
　同じころから小売市場も目ざましく復興してきまし
た。戦前からの市場が復興するというだけでなく、新し
い市場が雨後のたけのこのようにぞくぞくと生まれたの
です。そして小売市場が乱立、過当競争の様相を示すよ
うになり、昭和三十四年に小売商業調整特別措置法が制

　戦前の商業組合法は、昭和二十四年に制定された中小
企業等協同組合法にひきつがれていました。したがって
商店街もこの法律にもとづいて協同組合を結成すること
が期待されていたのですが、共同事業を中心としたタテ
割的な組合を想定したものでしたから、商店街の組織化
にはしっくりとこないものがあり、ほとんど活用されま
せんでした。
　昭和三十七年に制定された商店街振興組合法は、その
名のとおり、商店街の組織化を目的とした法律です。そ
の直接のきっかけとなったのは、三十四年の伊勢湾台風
だったといわれています。この台風によって大きな被害
をうけた商店街が、国庫助成をうけて商店街の復興をは
かろうとしたときに直面した問題が、商店街振興のため
の単独法の必要性を強く認識させることになったので
す。この法律制定にむけた商店街連合会のエネルギーは
大変なもので、全日本商店街振興組合連合会は「従来ま
で団結なき民と冷笑されていた商店街人の団結と意気を
声高く大いに誇示し、大成功を納めた」といっています。
　この法律によって、商店街は戦前戦後を通じてはじめ
て、その振興のための独自の法をもったことになりま
す。戦前から認識されていた組合法の必要性と、この法
のために費やされた「商店街人の団結と意気」からすれ
ば、振興組合が急ピッチで結成されてもよさそうに思え
ます。戦前の商業組合法に比べれば、設立条件もはるか
にゆるやかになっていたのです。
　それでも実際はそうではありませんでした。振興組合
の結成は遅々として進まず、という方が適切なくらいで
した。組合の設立状況を表 9 に示しておきます。昭和
五十九年三月現在で、大阪市内に商店街は四百五十六あ
るとされていますが、そのうち振興組合を結成している

定されました。政令で指定された都市では小売市場は知
事の許可制とするというものですが、その年指定された
二十九市のうち、大阪市を含めて大阪府下が十六市、兵
庫県が七市であったことをみても、近畿、とくに大阪で
の小売市場の復興のすさまじさがわかるというもので
す。
　また昭和三十年には、ハトヤ ( 現ニチイ ) が衣料品の
セルフサービス化を実施しましたし、三十二年にはダイ
エーが千林店を開店しています。流通革命の旗手たちも、
このころに成長のスタート台に立ったのです。
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のは百八です。法制定から二十二年もたった今、組合組
織率はやっと二十四%にすぎないのです。

 七　組合員の従業員の集団的雇入れ及びその従業員 
　　    に係る賃金、労働時間、宿舎等の労働条件の改  
　　　  善に関する事業
 八　街路灯、アーケード、駐車場、物品預り所、 休   

憩所等組合員及び一般公衆の利便を図るための
施設

 九　組合員の事業の発展に資するためにする商店　
　　　 街振興組合の地区内の土地の合理的利用に関す 
　　　 る計画の設定及びその実施についての組合員に
　　　  対する助言
 十　組合員が建築協定を締結する場合におけるあっ
　　　  せん 
 十一　前各号の事業に附帯する事業

　もちろん、事業内容は各振興組合の定款の中で定めら
れることになり、その内容が組合によって異なってくる
ことはいうまでもありません。しかし、右の事業内容が
ほぼその全容を示すものと考えてさしつかえないでしょ
う。
　これを先にあげた、戦前の商店街商業組合の定款と比
べてみて下さい。骨格部分はすでに戦前の商店街商業組
合においてでき上っていたといえるでしょう。商店街振
興組合法は戦前の商業組合法の中で例外的な一部を占め
ていた商店街の組織化を継承するものといってよいので
す。

　商店街振興組合法は第十三条で組合の事業内容を
次のように定めています。
　第十三条商店街振興組合は、次の事業の全部又は一部
を行なうことができる

 一　販売、購買、保管、運送、検査その他組合員の  
　　　  事業に関する共同施設
 二　組合員のためにする商品券の発行、割賦購入あっ
　　　  せんその他販売方法に関する共同事業
 三　組合員に対する事業資金の貸付け ( 手形の割引 
       を含む ) 及び組合員のためにするその借入れ
 四　組合員及びその従業員の福利厚生に関する施設
 五　組合員の事業に関する経営及び技術の改善向上 
　　　 又は組合事業に関する知識の普及を図るための
　　　  教育及び情報の提供に関する施設
 六　組合員の事業に係る休日、開店又は閉店の時刻 
　　     等に関する指導

■商店街苦境に立つ
　せっかくできた商店街振興組合法だったのですが、ど
うして結成がおくれたのでしょうか。いろいろな理由が
あるのでしょうが、三十七年ころといえば、高度成長の
まっただ中だったということが大きく作用したといえる
でしょう。たしかにこのころ、スーパーも急成長をとげ
ていました。スーパーの進出が中小小売商を圧迫したこ
とがなかったわけではありません。しかし全体としてい
えば、消費が順調にのびていたため、スーパーも商店街
商店もともに成長することができたのです。もっとも成
長の速度には段ちがいともいえる格差があったのです
が。
　政府が百貨店法の改正に着手したのは、昭和四十六年
になってからでした。このころからスーパーの進出によ
る中小小売商の圧迫も、大きな拡がりをもった問題と
なったといってよいでしょう。そして百貨店法が廃止さ
れ、大規模小売店舗法が制定されたのが昭和四十八年
だったのです。
　その直後の四十八年十月、わが国の経済は石油ショッ
クに見舞われます。十数年にわたって謳歌してきた高度
成長が終わり、一転して低成長時代を迎えることになっ

■振興組合はこんな事業ができる
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表 9：大阪市内商店街振興組合数の推移

組合数 設立件数

38 年 8
18

39 年 18

40 年 24

23

41 年 27

42 年 33

43 年 35

44 年 41

45 年 44

20

46 年 46

47 年 50

48 年 52

49 年 61

50 年 67

31

51 年 73

52 年 80

53 年 88

54 年 92

55 年 96

15

56 年 98

57 年 103

58 年 106

59 年 107



たのです。大きくならないパイをめぐっての競争は、一
層激しいものとならざるをえません。大型店問題もます
ます激しさを増してゆきました。もちろんその間、商店
街が高度成長にただ酔っていたというのではありませ
ん。昭和四十六年から商業近代化地域計画がスタートし、
商店街を含めた近代化事業が模索されました。大阪市は
もちろん、各地でアーケードやカラー舗装が普及した
のもこのころだったのです。商店街は明るさと清潔感を
もって、順調に近代化を進めるかに思えたのです。
　ところが低成長時代への突入は、こうしたどちらかと
いえばハード面での近代化だけではまったく不十分であ
ることを教えました。設備面を整備しただけでは、きび
しさを増した競争に立ち打ちできなくなったのです。も
ちろんハード面の整備は共同化事業の第一歩ですから、
それさえできていない商店街ではもっと問題は深刻でし
た。こうした状況の中で、組織面を中心としたソフト面
での近代化の必要性が改めて強調されるようになったの
です。

■商店街近代化ビジョンができる

■商店街の経営組織を確立せよ

　大阪府商店街振興組合連合会では、昭和五十三年度か
ら中小企業庁の補助をうけて、商店街近代化特別推進事
業を行い、商店街の近代化方向を模索してきています。
しかもそこでは、近代化の一般論を問題にするだけでは
なく、多くの具体的な商店街について事例研究をつみか
さねています。そこで強調されているのは、具体的には
各商店街によってちがってくるのですが、総じていえば、
商圏内消費者のニーズへの適応と、そのための態勢づく
りだといえましょう。これまでのようなアーケードや共
同販促よりも、社会的・文化的機能が求められたり、商
品力の強化が強調されています。そしてそのために、共
同意識の高揚とリーダーの育成が大切だというのです。
　振興組合連合会はさらに、昭和五十六年度に商店街近
代化ビジョンを作成しました。そこで強調されているの
も、小売業者の意識革新、消費者ニーズへの対応、シス
テム化の推進、人的能力の開発、商店街体質の改善といっ
た事柄です。
　なかでもとくに注目したいのは、体質改善に関連して、
商店街には積極的な拡大意欲をもつ企業型の商店と、生
活の維持をもって満足する副業型の商店が混在すること
を事実として認め、両者を切り離さなければ強力な組織
の機能が確立できないとした点です。さらにすすんで、
副業型商店の所有と経営を分離し、賃借方式によって経
営を統一することが必要だとしています。
　これらはここではじめて主張されたわけではありませ

　商店街が商店街として成り立っていくためには、個店
がしっかりするだけではなく、全体がまとまりをもたな
ければならないということ、そのためには商店街が一つ
の経営単位に見立てられ、消費者ニーズを含めた環境の
変化に適応してゆかなければならないということ、思え
ばこれらは戦前の商店街商業組合以来の古典的命題なの
です。近年、業態コンセプトの明確化だとか、コーポレー
ト・アイデンティティ (CI) とかいった言葉が多用されて
います。しかし、つきるところは、これらは各商店街が
全体として何らかの主張をするということなのです。
　商店街の最大の強みは、顧客との個人的なつながりと
商店の集積にあるといわれます。それにもかかわらず、
その集積が全体としてのまとまりを欠いているというの
です。
　いま多くの商店街が直面している問題は、基本的には
戦前の問題とそれほど大きくかわっているとは思えませ
ん。商店街商業組合の理念が今にも通用するといったの
はそのためです。
　しかし、そのことは反面では、問題がいかにむずかし
いかを示しているともいえるのです。組織化の必要性が
くり返し指摘されながら、ほとんど実現しないのにはそ
れなりの理由があるはずです。それが何なのかを発見し、
一つずつときほぐしていくしかないのです。
　たとえば商店街の店舗配置に問題があるとしても、た
だちにそれをいれかえることはできないでしょう。しか
し、たとえば転業者や廃業者がでたときを利用して移動
すれば、少しずつでも改善され、やがては理想的な配置
を達成できるだろうというのは、すでに戦前から考えら
れていたことでした。
　あるいは各商店の意識の問題があります。戦前、中村
氏は組合員の意識水準をこえない事業からはじめ、徐々
に意識のめざめを期待するといいました。いま、ビジョ
ンは副業店の所有と経営を分離して、経営面での統一化
をはかるべきだといいます。商店街経営からいえば悲し
い選択なのでしょうが、めざめを期待できない商店がか
なり広範に存在することが長い経験の中で認められてき
たからでしょう。所有と経営の分離といっても、それ自
身が大変むずかしい問題となるはずです。しかし現状で
は、それが最もできそうな方法であるのも確かです。

ん。あちこちで、いろいろなかたちで指摘されてきたこ
とが多いのです。それでも、振興組合連合会のビジョン
の中で明言されたことに特別の意義があるといえましょ
う。
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　問題の基本的な性質は変っていなくても、その解き方
は変っていくのです。問題を現実的にみつめて、けっし
てあきらめることなく、そのときほぐし方を工夫してい
くことが大切なのです。

商店街の施設要求
　戦後の大阪市商店街の活動は、戦災からの復興に

はじまったといってよかった。昭和四十一年に大

阪市が市内の全商店会を対象に行った調査 ( 回収率

四十 % 弱 ) によれば、都心区の八十五 %、周辺区の

三十五 % の商店街で家屋がほとんど焼失し、戦災に

会わなかったのは、都心区でわずか十二 %、周辺区

では四十二 % であった。

　戦後二十年を経た昭和四十一年当時の商店街の施

設要求は、右の調査によれば、多いものから順に次

のとおりであった。

　都心区　顧客の駐車場、従業員給食施設、店の駐 
  車場、集会室、専用事務所、街路灯

　周辺区　集会室、店の駐車場、専用事務所、アー 
  ケード、顧客の駐車場、従業員共同宿舎

　さらに二十年近くを経た今日からみて、ハード面

の施設整備といっても、とくにスペースを要するも

のについての困難さがうかがえる。
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いま何が起っているのか（第四章 商店街活性化の手法一に所収）

■静かな大激変

■業種・業態の変化
■ライフ・スタイルの変化

　最近の中小企業庁の調査によると、全国各地にある商
店街の六割近くが、商店街の活性化を求めてなんらかの
「再開発」を考えているということです。ひとくちに「再
開発」といってもその内容はさまざまですが、それにし
ても六割という数字は「商店街の現在」を語って余りあ
ります。長い時間をかけて形づくられてきた街々そして
商店街が、なぜ、いまそろって「再開発」を必要として
いるのでしょうか。もちろん、大阪とて例外ではありま
せん。
　みなさんのまわりを見てみましょう。おじいさんおば
あさんの時代と比べると、なにもかもすっかり様変りし
ています。市民の大半を占めているのは会社勤めのサラ
リーマンです。娘さんたちも学校をでたあとは、OLと
して会社に勤めるのが常識になりました。そして彼ら彼
女たちの多くは、都心にある勤め先からはずいぶん遠く
離れたところに居をかまえています。かつての山野、田
畑のあとには大規模な住宅団地が立ちならび、高層住宅
が好奇の目でながめられることもなくなりました。都心
と郊外を結ぶ道路、鉄道の整備が急ピッチで進められて
きたことは申すまでもありません。
　生活の仕方も大いに変りました。時が経てば生活の仕
方が変るのはあたりまえ　　たしかにそうには違いあり
ませんが、私たちがこの二十年ほどの間に経験したよう
な急激な変化は、これまでの長い歴史のどの時代にも類
を見ません。静かな大激変、といってもいいでしょう。
商売が変らないわけがありません。さきに全国の六割近
くもの商店街が「再開発」を必要と感じていると記しま
したが、商売の世界も、いま大きく変ろうとしているの
です。

　〈都市生活者のある限り、小売業・サービス業は不滅
である。しかしその業種・業態は限りなく変化するので
あって、これへの対応のない商人は生き残れず、これへ
の対応のない商店街は消滅する〉　　このことを、小売
業・サービス業に従事する方はしっかりと頭に入れてお
いていただきたいと思います。
　まず業種ですが、おじいさんおばあさんの時代にあっ
て現在なお残っている業種が、いったいどれだけあるで
しょう。魚屋、米屋、八百屋、酒屋、呉服屋くらいでは
ないでしょうか。これらの業種でもその内実は大きく

　表 10 は、一九八〇年時点における日本人約
一億一千六百万人を七つの世代に区分し、各世代の人口
構成比と各世代に特徴的な事柄を記したものです。
　いわゆる戦争体験の有無がどういう意味をもつかは難
しいところですが、ともあれ数字の上では、五十四%強
が戦争を知らない世代というのが現在の社会です。そし
てこの、戦争あるいは"原体験としての戦争"を知ってい
る世代は、戦争とはまたちがった意味で私たちの生活に
決定的な変革をもたらした"原体験としてのテレビ"を知

変っています。みなさんがいま思いつく業種を考えてみ
てください。その多くは、二年前、五年前、十年前、あ
るいは二十年前にはなかったのではないでしょうか。
　業態についても、おじいさんおばあさんの時代にはな
かったものが数多く見うけられます。今日ではごくあた
りまえの、あのスーパーのセルフサービスによる販売方
法も、二十年少し前まではなかったのです。新しい業態
はその後もどんどん登場してきています。二十四時間営
業のコンビニエンス・ストア、カードを利用したクレジッ
ト販売、テレビや新聞雑誌を活用した通信販売、広域に
わたる生活協同組合による宅配販売、セールスマン・セー
ルスウーマンを使っての訪問販売など、どれも本格化し
たのは最近のことです。さらに最新の通信メディアであ
る INS や CATVで各職場、各家庭が結ばれるようにな
りますと、もっともっと多様な販売形態がお目見得する
ことになるでしょう。
　また一方では従来とはまったく異る発想から生まれた
製品、ノーブランド ( 無印 ) 商品、ふるさと商品、手づ
くり商品、半加工商品などが次から次へと市場にでてき
ています。原材料を提供し、生活者がじぶんで創意工夫
して作れるようにした商品、また、掃除・引越し・お手
伝いなどのサービス業の商品化も始まっています。
　工業化社会から情報化社会へ、とはよくいわれてきた
ことですが、商業活動がこの変貌してゆく社会にその存
立基盤をもつほかない以上、これまで永らく商売を続
けてこられた方々も、こういった新しい情報を着実に
キャッチし、従来のやり方に新しい手だてを加えていく
必要があります。でないと、どんどん変ってゆく生活者
から見放されてしまうことになりかねません。しかも、
くり返すようですが、世の中の変化の速度がおそろしく
速くなってきているのがいまの状態、いわく高

・

度
・

情報化
社会、いわく情報新

・

時代なのです。
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らない世代でもあるわけです。いいえ、戦争とテレビに
限ったことではありません。男女共学、自動車、マイコ
ンなどなど、各世代を育んだ時代環境のちがいが世代間
のものの考え方、感じ方に大きな(あるいは微妙な)差異
を生みだしていることは、みなさんが日々の生活の中で
実感されていることでしょう。
　世代といえば、都市生活者の多くは核家族化し、若夫
婦とその子供、それに老夫婦を加えた三世代が同じ屋根
のしたで暮すこともま

・ ・

れになりました。身軽になった家
族の引越しは茶飯のことになり、近所づきあいの仕方や
その土地への愛着といったものもとうぜんながら大きく
変りました。その結果、家庭の伝統・習慣、地域の伝

統・風習が、少なくともこれまでのような形では伝わら
なくなってきました。風俗習慣といってもいろいろある
わけですから、「昔は昔、今は今」というわけで、悪習
がすたれていくのはいいことにちがいありません。しか
し「昔は今の鏡」の譬えもあるように、現在においても
なお意義深い風俗習慣までもが伝承されないというので
あれば、これは大いに問題であるといわねばなりません。
商売が人間のこころに触れるひとつの文化行為である以
上、この問題は、商売をする側からも真剣にとらえかえ
す必要があるように思います。
　私たちの一日、二十四時間の使い方も大きく変化して
きています。表 11 をご覧ください。一見して明らかな
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表 10：履歴現象による世代区分と人口規模

生まれた時代 履歴現象としてのイベント、物 1980 年での人口規模
（　）内は構成比

昭和 35（1960）年以降 カラー TV、自動車、万博、海外旅行、マイコン 3,733 万人 （31 .9％）

昭和 26（1951）年～ 34（1959）年 カラー TV、完全雇用、自動車 1,530 万人 （13 .1％）

昭和 21（1946）年～ 25（1950）年 男女共学、「超」完全雇用、学園紛争、テレビ 1,078 万人 （9.2％）

昭和 15（1940）年～ 20（1945）年 男女共学、安保闘争、完全雇用、原体験としての戦争 1,094 万人 （9.4％）

昭和元（1926）年～ 14（1939）年 戦争、疎開、豆かす、民主主義、就職難、活字 2,045 万人 （17 .5  ％）

大正元（1912）年～ 15（1926）年 天皇制、徴兵、戦争 1,390 万人 （11 .9  ％）

明治元（1868）年～ 45（1912）年 天皇制、徴兵（大正デモクラシー） 815 万人 （7.0％）

（備考）　山口貴久男「時代を先取りする技術」より作成。
（出典）　経済企画庁国民生活局編「消費者構造変化の実態と今後の展望」

表 11：増大する国民の自由時間

40 年 45 年 48 年 50 年 55 年

生 活 必 需 時 間
時間 分
10 .00 10 .28  10 .27  10 .30  10 .27  

す い み ん 8.05 7 .57  7 .55  7 .52  7 .52  

食 事 1.16 1 .32  1 .33  1 .32  1 .33  

身 の ま わ り の 用 事 0.39 0 .59  0 .59  1 .06  1 .02  

拘 束 時 間 9 .56 9 .36  9 .20  9 .16  9 .12  
仕 事 4.56 5 .01  4 .38  4 .32  4 .31  

学 業 1.56 1 .25  1 .29  1 .26  1 .27  

家 事 2.29 2 .35  2 .35  2 .37  2 .33  

移 動（ 通 勤・ 通 学 ） 0.35 0 .35  0 .38  0 .41  0 .41  

自 由 時 間 5 .56 5 .52  6 .10  6 .24  6 .37  
交 際 0.33 0 .36  0 .32  0 .36  0 .36  

休 養 0.53 0 .34  0 .39  0 .40  0 .39  

レ ジ ャ ー 活 動 0.32 0 .31  0 .31  0 .35  0 .37  

移 動（ そ の 他 ） 0.08 0 .08  0 .13  0 .07  0 .13  

新 聞・ 雑 誌・ 本 0.31 0 .30  0 .31  0 .32  0 .36  

ラ ジ オ 0.27 0 .28  0 .31  0 .35  0 .39  

テ レ ビ 2.52 3 .05  3 .13  3 .19  3 .17  

（備考） 1．NHK「国民生活時間調査」による。
  2．10 歳以上の全国平均 1 人 1 日当たり、平日である。
  3．二つ以上の行動を並行して行っている場合、各々独立して集計するので合計して 24 時間にならないこともある。

（出典） 経済企画庁国民生活局編「消費者構造変化の実態と今後の展望」



ことは、拘束時間の減少＝自由時間の増大です。しかも
注意していただきたいことは、この数値は平日のもので
あって、この間に普及してきた週休二日制や夏期休暇制
度などはここには含まれていないということです。です
から私たちの一年、三百六十五日を単位に考えるなら、
拘束時間の減少＝自由時間の増大という傾向はさらに顕
著なものになるはずです。また別のNHKの調査によれ
ば、昭和四十七年に、主婦の生活時間に占める「趣味に
費やす時間」が「家事に費やす時間」を追い越し、その
後も「趣味に費やす時間」が増加の一途をたどっていま
す。主婦の家事からの解放が、数字の上でも着実に進行
しているのです。
　それだけではありません。いまやわが国が世界でも有
数の長寿国であることを考えるなら、男女を問わず、私
たちの一生における自由時間がいかに増大してきたかが
おわかりいただけるでしょう。そしてこの自由時間の増

加が、家庭消費における余暇関連支出の増加と密接につ
ながっていることは申すまでもありません。

■ " 買物の場 "から "暮しの広場 "へ
　商売がうまくいくかどうかは、もちろん個別店舗の経
営努力によります。これはいくら強調してもしすぎるこ
とのない基本です。しかし現在はこれまでみてきたよう
な状況を背景に、生活者の商業地に対する欲求が多様化
し、個別店舗の経営努力だけではどうにもならないとこ
ろまできています。
　表 12 をご賢ください。いま、一つの「欲求」、たとえ
ばある品物が欲しいという " ショッピング欲求 " が起っ
たとします。ではそれをどこで買うか、そう考え始めた
ときから " ショッピング行為 " が始まります。一つの「欲
求」からでた一つの「行為」ですが、この「行為」を支
えているのはもはや一つの「欲求」ではありません。こ
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表 12：商業地に対する欲求・行為・機能・コミュニティ施設の関連

欲求 →行為　　　　→機能 →機能 　→コミュニティ施設・サービス
<商業機能との結びつき>

<傾向 >
　　　　　　　　中心
　　　　　　　　商業地

 　周辺
　商業地

教養・文化・創造
表現欲求

＋
＋

見せる、発表する
売る、教える
グループをつくる

表現型
教養・文化
機能

◎ △ 公会堂、小ホール、展示場、貸会場、文化センター
稽古教室、催事コーナー、多目的広場

教養・文化・創造
参加欲求

＋
＋

鑑賞する、学習する
創造する、稽古事をする

参加型
教養・文化
機能

◎ ○
美術館、音楽堂、ホール、博物館、劇場、公会堂
各種学校、画廊、カルチャーセンター
ホビーショップ

情報・コミュニケーション
欲求 ＋ 情報交換

コミュニティ活動への参加
情報・コミュ
ニケーション
機能

◎ ○

コミュニティ情報交換センター、タウン誌、コミュニ
ティ誌、縁日、祭り、行事、公衆電話、ポスト、掲示
板、消費者センター、商品情報センター、案内板
プレイガイド、役所、保健所、税務署等の窓口
特定郵便局

スポーツ・健康欲求 ＋ スポーツをする
（スポーツを見る）

都心型スポ
ーツ機能 ○ ○

温水プール、ジム、ヘルスクラブ、体操場、
相撲場、テニスコート、卓球場、バトミントン
スカッシュ、バレーボール、スケートリンク
遊園地、サウナ、スポーツ大会

やすらぎ欲求
自然欲求 ＋

やすらぐ、ぶらつく
散歩する
自然を眺める

やすらぎ・
自然機能 ○ ○

広場、噴水、池、人工の小川、遊園地、花壇、
緑地、樹木、ベンチ、彫刻、モール、歩行者天国
託児所、アーケード、荷物預かり所、自然の石畳
ストリートファニチャー、銭湯

ファッション・流行
欲求 ±

見る、身につける
ファッションによって自己を
表現する

ファッション
機能 ◎ ショールーム（デパート、ファッション専門店）

催事場

社交・つきあい
欲求 ＋

社交、交際
結婚式、法事

パーティ、祝賀会等
社交・つき
あい機能 ◎ ◎

ホテル、会館、貸会議室、貸ホール
喫茶店、サロン、ビヤホール、酒場
結婚式場（銭湯）

エロス欲求 ± エロス的行為 エロス的
機能 ○

バー、キャバレー、クラブ、モテル
ストリップ劇場、深夜スナック
ヌードスタジオ

レジャー欲求 ± 遊ぶ レジャー
機能 ○ △

ゲームセンター、ボーリング、映画館
ディスコ、将棋、碁会所、遊園地、
旅行センター、レンタカーサービス

ギャンブル欲求 － ギャンブルをする ギャンブル
機能 パチンコ屋、マージャン屋、場外馬券売場

飲食欲求 ＋ 食べる、飲む 飲食機能 ◎ ○
食堂、日本料理店、中華料理店、そば屋、
すし屋、料亭、ファミリーレストラン、アトモスフィ
アレストラン、ファストフード、テイクアウトショッ
プ、飲食街

ショッピング欲求 ± 買う、眺める
選ぶ、探す 商業機能

デパート、専門店、ショッピングセンター
地下街、名店街、買物広場
市場、朝市、問屋街

（移動欲求） ＋
＋ 移動する、到達する 交通運輸

機能 ◎ ◎
駅、バスセンター、駐車場、アクセス道路
タクシー乗場、自転車置場
配達サービス

( () )

注 1　< 傾向 >　はニーズの傾向を示すもので＋＋強くなる　　±現状維持　　－弱くなる　　を表す
　 2　< 商業機能との結びつき >　◎強い　　○やや強い　　△ふつう　　　　　　　　　　　を表す
　 3　山口貴久男作成

( (



の "ショッピング行為 "の中には "ショッピング欲求 "の
ほかに " 飲食欲求 " や " 情報・コミュニケーション欲求 "
なども含まれ、しかもこれらすべての「欲求」は、無駄
なく、快適に、満たされる必要があるというわけなので
す。
　全国各地各所の商店街が、いま「再開発」を必要とし
ている背景がだいたいおわかりいただけたと思います。
結論を急ぐようですが、商店街はいま、「買物の場」か
ら「暮しの広場」への転身を要請されているのです。文
字どおり難題というほかありませんが、ことの必要性は
国レベルでも痛感されていて、あとで述べる※「コミュ
ニティ・マート構想」や「都市再開発事業」など、商店
街による街づくり活動に対する助成・支援の具体的な方
策が立てられています。
　商店街が力を合わせて新しい都市空間を創出してゆ
く、そしてその中に現在から将来にいたる商業活動を
位置づける　　これが商店街の「再開発」です。昭和
五十八年の暮にまとめられた『八〇年代の流通ビジョン』
は、商店街を"地域の文化を担う社会的コミュニケーショ
ンの場 " として位置づけていますが、商業活動こそ、都
市の文化、都市の活力の源なのです。

※本稿には再掲しておりません。
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碩学舎ビジネス双書
商業・まちづくり口辞苑
石原武政（著）
http://www.sekigakusha.com/book_business1.html

［新刊］2013年2月5日刊行

ビジョナリー・マーケティング
栗木契・岩田弘三・矢崎和彦（編著）

http://www.sekigakusha.com/book_business2.html

［新訳］事業の定義
デレク・F・エーベル（著）石井淳蔵（訳） 
http://www.sekigakusha.com/enterprise_definition.html

メガブランド
張智利（著） 
http://www.sekigakusha.com/megabrand.html

［新刊］2013年2月8日刊行

セールスインタラクション
田村直樹（著） 
http://www.sekigakusha.com/sales_interaction.html

［新刊］2013年3月25日刊行

ことばとマーケティング
松井剛（著） 
http://www.sekigakusha.com/language_and_marketing.html

国際マーケティング
小田部正明、K・ヘルセン（著）栗木契（監訳）
http://www.sekigakusha.com/international.html

百貨店のビジネスシステム変革
新井田剛（著） 
http://www.sekigakusha.com/department.html

病院組織のマネジメント
猶本良夫・水越康介（編著） 
http://www.sekigakusha.com/hospital.html

マーケティングクリエイティブ（1巻）
石井淳蔵・大西潔（編著） 
http://www.sekigakusha.com/mc1.html

1からの商品企画
西川英彦・廣田章光（編著） 

1からの経済学
中谷武・中村保（編著） 
http://www.sekigakusha.com/economics.html

1からのサービス経営
伊藤宗彦・高室裕史（編著）
http://www.sekigakusha.com/service.html

1からの観光
高橋一夫・大津正和・吉田順一（編著）
http://www.sekigakusha.com/tourism.html

1からの会計
谷武幸・桜井久勝（編著）
http://www.sekigakusha.com/accounting.html

1からの戦略論
嶋口充輝・内田和成・黒岩健一郎（編著）
http://www.sekigakusha.com/strategy.html

1からのマーケティング（第3版）
石井淳蔵・廣田章光（編著） 
http://www.sekigakusha.com/marketing.html

1からの流通論
石原武政・竹村正明（編著） 
http://www.sekigakusha.com/distribution.html

1からのリテール・マネジメント
清水信年・坂田隆文（編著）
http://www.sekigakusha.com/retail_management.html

1からのファイナンス
榊原茂樹・岡田克彦（編著）
http://www.sekigakusha.com/finance.html

［新刊］2013年3月12日刊行

1からの病院経営
木村憲洋・的場匡亮・川上智子（編著）
http://www.sekigakusha.com/hospital_management.html

1からの経営学（第2版）
加護野忠男・吉村典久（編著）
http://www.sekigakusha.com/management2.htmlhttp://www.sekigakusha.com/product_planning.html



碩学舎書籍のご案内

大学・専門学校の教員、博士課程の皆様へ
　碩学舎サイトの教員会員の専用ページでは、大学・専門学校の教員の方へ向けて「1からシリーズテキスト」を使った講義に役立つ資料や情報を無料でお届けし
ています。この機会に、教員会員にご登録ください。以下の碩学舎サイトにて、お申し込みください。
http://www.sekigakusha.com/inquiries/index_univ

http://www.sekigakusha.com/index.html

SBJ 碩学舎ビジネス・ジャーナル http://www.sekigakusha.com/sbj/index.html

vol.6
データをマッサージする
中西正雄・川上智子・石淵順也

vol.5
欲望とは何か
田中洋・水越康介・西川英彦

vol.7
日本的管理会計：「数字へのこだわり」と
インターラクションが創造性を生み出す
谷武幸・窪田祐一・廣田章光

vol.11
日本のコーポレート・ガバナンスを問う
加護野忠男・山田幸三・吉村典久

vol.8
碩学アーカイブ 石原武政-1
石原武政

vol.9
碩学アーカイブ 石原武政-2
石原武政

vol.15
碩学アーカイブ 石原武政-5
石原武政

vol.10
碩学アーカイブ 石原武政-3
石原武政

vol.12
碩学アーカイブ 石原武政-4
石原武政

vol.4
事業の定義復刊の意義
石井淳蔵

SBJ 碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2012年2月20日発行

vol. 4

『事業の定義』
復刊の意義
石井 淳蔵（流通科学大学 学長）

vol.13
『1からの病院経営』刊行にあたって
木村 憲洋・的場 匡亮・川上 智子

SBJ 碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2013年3月26日発行

vol. 13

vol.3
マーケティングの論理
嶋口充輝・水越康介・西川英彦

vol.2
「創造的瞬間」とは何か？
石井淳蔵・水越康介・西川英彦

vol.1
商業を捉える論理
石原武政・水越康介・西川英彦

『1からの病院経営』
刊行にあたって

木村 憲洋（高崎健康福祉大学 健康福祉学部医療情報学科 准教授）
的場 匡亮（昭和大学大学院 保健医療学研究科 講師）
川上 智子（関西大学 商学部 教授）

vol.14
『セールスインタラクション』の刊行にあたって
：営業が生み出す消費欲望とは？
松井 剛

SBJ 碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2013年3月29日発行

vol. 14

『セールスインタラクション』
の刊行にあたって
：営業が生み出す消費欲望とは？

田村 直樹（関西外国語大学 外国語学部 准教授）

SBJ碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2012年12月21日発行

vol. 9

石原武政
碩学アーカイブ

2

碩学舎

SBJ碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2013年4月8日発行

vol. 15

石原武政
碩学アーカイブ

5

碩学舎

SBJ碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2013年1月22日発行

vol. 10

石原武政
碩学アーカイブ

3

碩学舎

SBJ碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2013年2月22日発行

vol. 12

石原武政
碩学アーカイブ

4

碩学舎

SBJ碩学舎ビジネス・ジャーナル
Sekigakusha Business Journal

2012年11月22日発行

vol. 8

石原武政
碩学アーカイブ

1

碩学舎

碩学舎 碩学舎

碩学舎



SBJ -碩学舎ビジネス・ジャーナル- vol.15（2013年4月8日発行）
碩学アーカイブ 石原武政-5 Online edition : ISSN 2187-0845

〒101-0052
東京都千代田区神田小川町2-1 木村ビル10F
フリーダイヤル 0120-778-079

碩学舎株式会社
Sekigakusha

　碩学舎の教員会員ページでは、大学・専門学校の教員の方へ向けて「1からシリーズテキスト」を使った講義に役立つ資料や
情報をお届けしています。
※教員会員ページにはログインが必要です。教員会員資格は、大学・専門学校の教員および博士課程の大学院生の方に限ります。

碩学舎の会員になりませんか？

碩学舎公式サイト
http://www.sekigakusha.com
Facebook
https://www.facebook.com/sekigakusha




